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逗 子 市 総 合 防 災 訓 練
（今年度は９月30日に実施）
時間：9時 30 分～12 時 00 分（小雨決行）
場所：第一運動公園

第２回定例会の議案等の賛否状況一覧

毛
呂
武
史

根
本
祥
子

横
山
美
奈

松
本

　寛

髙
谷
清
彦

加
藤
秀
子

橋
爪
明
子

岩
室
年
治

　
　

田
中
英
一
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田
幡
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髙
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祐
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長
島
有
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桐
ケ
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一
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八
木
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太
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丸
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市長提出議案

議員提出意見書案等

※　付託委員会 ：総…総務常任委員会　教…教育民生常任委員会　－…委員会付託を省略
※　賛否状況： ○…賛成　×…反対　＼ …横山議員欠席のため表決せず。　※　菊池議長は、採決に加わらない。ただし、可否同数の場合は採決する。
※　日本共産党 ： 日本共産党逗子市議会議員団の略

逗子市個人情報保護条例及び逗子市行政手続における特定の個人
を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の
利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正について

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度の国負担２分の１
復元を図るための2018年度政府予算についての意見書

テロ等準備罪（共謀罪）を新設した改正組織犯罪処罰法の廃
止を求める意見書 （議長裁決）

市立小学校卒業式動画販売に関する調査特別委員会設置の
動議の件

○○○○○○○○○○○○○○○○○
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○○○○×××××××××× \ ××
××××○○○○○○○○○○ \ ○○
○○○○○○○○○○○○○○ \ ○○
○○○○○○○○○○○○○○ \ ○○
○○○○○○○○○○○○○○ \ ○○
○○○○○○○○○○○○○○ \ ○○

××××○○○××○○○○○ \ ○○

××××○○○○○○○○○○ \ ○○

××××○×○××○○○×○ \ ○○

○○○○○○○○○○○○○× \ ○○

逗子市職員の退職手当に関する条例の一部改正について
逗子市手数料条例の一部改正について
平成29年度逗子市一般会計補正予算（第１号）［修正案］
平成29年度逗子市一般会計補正予算（第１号）［原案］
情報公開審査委員の委嘱について
個人情報保護委員の委嘱について
人権擁護委員の推薦について（横瀬　啓子氏）
人権擁護委員の推薦について（大久保　尚哉氏）

専決処分の承認について［訴えの提起］

神奈川県最低賃金改定等に関する意見書

異議ない
旨答申
異議ない
旨答申

　閉
会
中
継
続
審
査
に
な
っ
て
い

た
陳
情
の
う
ち
、
今
定
例
会
で
結

論
が
出
た
も
の
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

▼
平
成
29
年
度
に
お
け
る
透
析
治

　療
へ
の
通
院
困
難
者
に
対
す
る

　「
通
院
支
援
」
に
つ
い
て
の
陳

　情
…
教
育
民
生
常
任
委
員
会
で

　了
承
（
全
員
賛
成
）

▼
平
成
29
年
度
に
お
け
る「
慢
性
腎

　臓
病（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）及
び
生
活
習
慣

　病
対
策
」
に
つ
い
て
の
陳
情
…

　教
育
民
生
常
任
委
員
会
で
了
承

　（
全
員
賛
成
）

▼
蘆
花
記
念
公
園
内
、
旧
野
外
活

　動
セ
ン
タ
ー
の
公
平
公
正
な
使

　用
を
求
め
る
陳
情
…
総
務
常
任

　委
員
会
で
了
承
（
賛
成
多
数
）

▼
市
議
会
定
例
会
開
催
中
、
本
会

　議
場
に
お
い
て
国
旗
を
掲
揚
す

　る
こ
と
の
陳
情
…
議
会
運
営
委

　員
会
で
了
承
（
賛
成
多
数
）

▼
議
会
報
告
会
の
定
期
開
催
を
求

　め
る
陳
情
…
議
会
運
営
委
員
会

　で
不
了
承
（
賛
成
少
数
）

　次
の
陳
情
は
、
今
定
例
会
で
結

論
が
出
な
か
っ
た
た
め
、
閉
会
中

継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会

▼
介
護
従
事
者
の
勤
務
環
境
改
善

　及
び
処
遇
改
善
の
実
現
に
つ
い

　て
国
へ
の
意
見
書
提
出
を
求
め

　る
陳
情

今
定
例
会
で
結
論

が
出
な
か
っ
た
陳
情

継
続
審
査
案
件
中

結
論
が
出
た
陳
情
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▼
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
…

　承
認
（
全
員
賛
成
）

　平
成
28
年
12
月
14
日
付
け
で
議
決

の
あ
っ
た
「
調
停
の
申
立
て
等
に

つ
い
て
」
に
よ
り
申
立
て
た
、
沼

間
５
丁
目
市
有
地
の
土
地
明
渡
請

求
調
停
の
不
成
立
に
伴
う
訴
訟
に

つ
い
て
、
訴
訟
提
起
後
に
、
国
か

ら
本
市
へ
の
譲
与
に
よ
り
、
明
渡

し
を
求
め
る
土
地
に
先
般
の
議
決

に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
土
地
が
加

わ
る
等
変
更
が
あ
っ
た
た
め
、
訴

え
の
提
起
に
つ
い
て
改
め
て
議
決

を
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
、
早

期
に
訴
状
を
訂
正
し
、
今
後
の
訴

訟
を
円
滑
に
進
め
る
に
当
た
り
、

専
決
処
分
を
行
っ
た
た
め
議
会
の

承
認
を
求
め
る
も
の
で
す
。

▼
個
人
情
報
保
護
条
例
及
び
行
政

　手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

　識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用

　等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個

　人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人

　情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
の

　一
部
改
正
に
つ
い
て
…
原
案
可

　決
（
賛
成
多
数
）

　個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法

律
及
び
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定

の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号

の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
の
公
布
に
伴

い
、
改
正
の
必
要
が
あ
る
た
め
提

案
す
る
も
の
で
す
。

▼
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条

　例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
…
原

　案
可
決
（
全
員
賛
成
）

　雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
失
業

者
の
退
職
手
当
を
定
め
る
国
家
公

務
員
退
職
手
当
法
が
改
正
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
本
市
職
員
の
退
職
手

当
に
つ
い
て
、
改
正
の
必
要
が
あ

る
た
め
提
案
す
る
も
の
で
す
。

▼
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

　い
て
…
原
案
可
決
（
全
員
賛
成
）

　神
奈
川
県
に
お
い
て
、
屋
外
広

告
物
の
許
可
手
数
料
の
改
定
等
を

目
的
と
し
て
、
神
奈
川
県
屋
外
広

告
物
条
例
の
一
部
改
正
を
行
っ
た

こ
と
に
伴
い
、
改
正
の
必
要
が
あ

る
た
め
提
案
す
る
も
の
で
す
。

▼
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予

　算
（
第
１
号
）
…
原
案
可
決
（
賛

　成
多
数
）

　今
回
の
補
正
は
、
財
政
融
資
資

金
の
繰
上
償
還
に
係
る
加
算
金
と

し
て
、
財
政
管
理
事
務
費
４
５
８

万
４
０
０
０
円
を
増
額
し
、
（
仮

称
）
自
治
基
本
条
例
の
制
定
に
向

け
た
検
討
に
係
る
経
費
と
し
て

（
仮
称
）
自
治
基
本
条
例
検
討
事

業
３
０
万
９
０
０
０
円
を
計
上

し
、
神
武
寺
ト
ン
ネ
ル
改
良
事
業

の
平
成
27
年
度
社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
の
確
定
に
伴
う
償
還
金

と
し
て
道
路
橋
り
ょ
う
事
務
費
９

５
４
４
万
３
０
０
０
円
、
小
坪
１

６
２
号
道
路
災
害
防
除
工
事
の
施

工
面
積
な
ど
の
変
更
に
伴
う
工
事

請
負
費
と
し
て
道
路
改
良
事
業
４

０
４
５
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
す

る
な
ど
、
歳
出
の
合
計
は
２
億
１

７
０
８
万
７
０
０
０
円
の
増
額
と

な
り
、
こ
れ
に
見
合
う
歳
入
は
、

繰
入
金
及
び
市
債
等
を
増
額
し
て

措
置
す
る
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り

予
算
現
額
は
１
９
４
億
７
３
１
１

万
８
０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

　な
お
、
丸
山
治
章
議
員
ほ
か
１

名
か
ら
、
（
仮
称
）
自
治
基
本
条

例
検
討
事
業
３
０
万
９
０
０
０

円
を
減
額
す
る
旨
の
修
正
案
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
賛
成
少

数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

▼
情
報
公
開
審
査
委
員
の
委
嘱
に

　つ
い
て
…
同
意
可
決
（
全
員
賛

　成
）

　氏
名

　前
田

　康
行
氏[

再
任]

　任
期

　３
年

　

▼
個
人
情
報
保
護
委
員
の
委
嘱
に

　つ
い
て
…
同
意
可
決
（
全
員
賛

　成
）

　氏
名

　前
田

　康
行
氏[

再
任]

　任
期

　３
年

▼
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い

　て
…
異
議
な
い
旨
答
申
（
全
員

　賛
成
）

　氏
名

　横
瀬

　啓
子
氏[

再
任]

　任
期

　３
年

▼
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い

　て
…
異
議
な
い
旨
答
申
（
全
員

　賛
成
）

　氏
名

　大
久
保
尚
哉
氏[

新
任]

　任
期

　３
年

　

▼
予
算
の
繰
越
し
に
つ
い
て

　（
継
続
費
の
逓
次
繰
越
）

　平
成
28
年
度
一
般
会
計
予
算
に

お
い
て
２
箇
年
継
続
事
業
と
し
て

実
施
し
て
い
る
神
武
寺
ト
ン
ネ
ル

改
良
事
業
に
つ
い
て
、
逓
次
繰
越

と
し
て
平
成
29
年
度
へ
４
億
１
２

７
万
円
を
繰
り
越
し
た
こ
と
に
つ

い
て
報
告
さ
れ
た
も
の
で
す
。

▼
予
算
の
繰
越
し
に
つ
い
て

　（
繰
越
明
許
費
）

　平
成
28
年
度
一
般
会
計
予
算
に

お
い
て
繰
越
明
許
費
の
設
定
を
し

た
戸
籍
住
民
基
本
台
帳
事
務
費
４

５
６
万
円
、
臨
時
福
祉
給
付
金
支

給
事
業
１
億
２
８
７
９
万
９
０
０

０
円
、
池
子
の
森
自
然
公
園
整
備

事
業
２
１
０
５
万
２
０
０
０
円
を

そ
れ
ぞ
れ
平
成
29
年
度
に
予
算
を

繰
り
越
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
報

告
さ
れ
た
も
の
で
す
。

▼
予
算
の
繰
越
し
に
つ
い
て

　（
繰
越
明
許
費
）

　平
成
28
年
度
下
水
道
事
業
特
別

会
計
予
算
に
お
い
て
繰
越
明
許
費

の
設
定
を
し
た
公
営
企
業
会
計
移

行
準
備
事
務
費
７
８
９
万
円
、
合

流
改
善
事
業
１
９
１
２
万
円
を
そ

れ
ぞ
れ
平
成
29
年
度
に
予
算
を
繰

り
越
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
報
告

さ
れ
た
も
の
で
す
。

▼
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

　（
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
）

　平
成
29
年
１
月
16
日
、久
木
８
丁

目
の
市
道
久
木
１
２
３
号
に
お
い

て
、
相
手
方
が
ト
ラ
ッ
ク
で
停
車

し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
建
築
限

界
を
超
え
た
市
所
有
の
樹
木
に
車

両
が
ぶ
つ
か
り
車
両
の
一
部
を
破

損
さ
せ
た
も
の
で
、
損
害
賠
償
額

２
８
万
２
０
７
４
円
で
賠
償
の
相

手
方
と
示
談
が
成
立
し
た
た
め
、

専
決
処
分
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

▼
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

　（
工
事
請
負
契
約
の
変
更
）

　平
成
28
年
９
月
28
日
議
案
44

号
を
も
っ
て
工
事
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て
議
決
を
得
た
、
下
水

道
事
業
特
別
会
計
の
第
３
系
列
水

処
理
設
備
改
築
工
事
に
つ
い
て
、

設
計
変
更
の
必
要
が
生
じ
た
た

め
、
契
約
金
額
を
４
８
４
万
４
８

８
０
円
増
額
し
、
工
事
請
負
金
額

を
８
億
６
６
６
８
万
４
８
８
０
円

と
す
る
契
約
金
額
に
変
更
す
る
専

決
処
分
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

▼
土
地
開
発
公
社
の
経
営
状
況
の

　報
告
に
つ
い
て

　土
地
開
発
公
社
に
お
け
る
平
成

28
年
度
の
事
業
報
告
及
び
決
算
に

つ
い
て
の
報
告
並
び
に
平
成
29
年

度
の
事
業
計
画
、
予
算
及
び
資
金

計
画
に
つ
い
て
、
報
告
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　６
月
23
日
の
本
会
議
（
第
４

日
）
に
お
い
て
、
髙
谷
清
彦
議
員

ほ
か
５
名
か
ら
、

　子
小
学
校
卒

業
式
動
画
販
売
及
び
販
売
に
係
る

個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
こ
と
を

調
査
事
項
と
し
、
調
査
期
限
を
調

査
終
了
ま
で
の
継
続
調
査
と
す

る
、
市
立
小
学
校
卒
業
式
動
画
販

売
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
設

置
の
動
議
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　動
議
が
可
決
さ
れ
、
正
副
議
長

を
除
く
、
16
名
の
委
員
か
ら
な
る

市
立
小
学
校
卒
業
式
動
画
販
売
に

関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
を
設
置

し
ま
し
た
。
引
き
続
き
開
会
さ
れ

た
同
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
正

副
委
員
長
の
互
選
を
行
い
、
指
名

推
薦
に
よ
り
、
委
員
長
に
眞
下
政

次
委
員
、
副
委
員
長
に
匂
坂
祐
二

委
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

　６
月
１
日
付
け
で
、
総
合
的
病

院
に
関
す
る
特
別
委
員
会
、
毛
呂

武
史
委
員
長
か
ら
同
委
員
長
を
辞

任
し
た
い
旨
の
願
い
出
が
提
出
さ

れ
、
６
月
14
日
に
開
会
さ
れ
た
、
総

合
的
病
院
に
関
す
る
特
別
委
員
会

に
お
い
て
、
毛
呂
委
員
長
の
辞
任

は
許
可
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
、

同
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
指
名

推
薦
に
よ
り
加
藤
秀
子
議
員
が
委

員
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
の
審
議
結
果

今
定
例
会
の
概
要

　平
成
29
年
市
議
会
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
８
日
か
ら
23
日
ま
で
の
16
日
間
の
会
期
で
開
会
し
ま

し
た
。
こ
の
定
例
会
で
は
、
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
、
手
数
料
条
例
の
一
部

改
正
の
ほ
か
、（
仮
称
）
自
治
基
本
条
例
の
制
定
に
向
け
た
検
討
に
係
る
経
費
と
し
て
市
民
自
治
推

進
費
の
計
上
、
小
坪
１
６
２
号
道
路
災
害
防
除
工
事
の
施
工
面
積
及
び
施
工
仕
様
の
変
更
に
伴
う
工

事
請
負
費
と
し
て
道
路
改
良
費
の
増
額
な
ど
を
内
容
と
す
る
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）、
情

報
公
開
審
査
委
員
、
個
人
情
報
保
護
委
員
の
委
嘱
な
ど
市
長
提
出
の
７
議
案
の
ほ
か
、
人
権
擁
護
委

員
の
推
薦
に
つ
い
て
の
諮
問
２
件
、
陳
情
６
件
の
審
議
が
行
わ
れ
、
審
議
の
結
果
、
議
案
７
件
を
原

案
ど
お
り
承
認
・
可
決
・
同
意
し
、
陳
情
３
件
を
了
承
、
３
件
を
不
了
承
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
６

月
21
日
、
22
日
、
23
日
の
３
日
間
、
市
政
一
般
に
つ
い
て
14
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
他
に
、
閉
会
中
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
陳
情
４
件
を
了
承
、
１
件
を
不
了
承
、
議
員
発
議
に

よ
る
意
見
書
案
２
件
を
可
決
、
１
件
を
否
決
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

報

　
告

　
事

　
項

人

　
事

　
案

　
件

特
別
委
員
会
設
置

動
議
の
審
査
結
果

総
合
的
病
院
特
別
委

員
会
委
員
長
の
変
更

市議会第２回定例会日程概要
議会運営委員会（議事日程等協議）

本会議（第1日）会期を6月23日までの16日間と決定、一部

議案の採決、議案等委員会付託

全員協議会（議会運営委員会決定事項報告、市長報告）

議会運営委員会（陳情の審査・採決）

教育民生常任委員会（陳情の審査・採決）

総務常任委員会（議案・陳情の審査・採決）

基地対策特別委員会（調査)

総合的病院に関する特別委員会（調査)

議会運営委員会（追加案件等協議）

本会議（第２日）議案の委員長報告・採決、陳情審査の結

果報告、一般質問

本会議（第３日）一般質問

本会議（第４日）一般質問、追加議案・意見書案の採決、

結論が出なかった陳情の閉会中継続審査了承、市立小学

校卒業式動画販売に関する調査特別委員会設置

6月 5日
8日

9日
12日
13日
14日
20日
21日

22日
23日

一般会計補正予算など7議案を可決
議員発議による意見書案２件の可決も

第２回定例会（６月８日～２３日）
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▼
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
…

　承
認
（
全
員
賛
成
）

　平
成
28
年
12
月
14
日
付
け
で
議
決

の
あ
っ
た
「
調
停
の
申
立
て
等
に

つ
い
て
」
に
よ
り
申
立
て
た
、
沼

間
５
丁
目
市
有
地
の
土
地
明
渡
請

求
調
停
の
不
成
立
に
伴
う
訴
訟
に

つ
い
て
、
訴
訟
提
起
後
に
、
国
か

ら
本
市
へ
の
譲
与
に
よ
り
、
明
渡

し
を
求
め
る
土
地
に
先
般
の
議
決

に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
土
地
が
加

わ
る
等
変
更
が
あ
っ
た
た
め
、
訴

え
の
提
起
に
つ
い
て
改
め
て
議
決

を
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
、
早

期
に
訴
状
を
訂
正
し
、
今
後
の
訴

訟
を
円
滑
に
進
め
る
に
当
た
り
、

専
決
処
分
を
行
っ
た
た
め
議
会
の

承
認
を
求
め
る
も
の
で
す
。

▼
個
人
情
報
保
護
条
例
及
び
行
政

　手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

　識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用

　等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個

　人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人

　情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
の

　一
部
改
正
に
つ
い
て
…
原
案
可

　決
（
賛
成
多
数
）

　個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法

律
及
び
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定

の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号

の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
の
公
布
に
伴

い
、
改
正
の
必
要
が
あ
る
た
め
提

案
す
る
も
の
で
す
。

▼
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条

　例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
…
原

　案
可
決
（
全
員
賛
成
）

　雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
失
業

者
の
退
職
手
当
を
定
め
る
国
家
公

務
員
退
職
手
当
法
が
改
正
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
本
市
職
員
の
退
職
手

当
に
つ
い
て
、
改
正
の
必
要
が
あ

る
た
め
提
案
す
る
も
の
で
す
。

▼
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

　い
て
…
原
案
可
決
（
全
員
賛
成
）

　神
奈
川
県
に
お
い
て
、
屋
外
広

告
物
の
許
可
手
数
料
の
改
定
等
を

目
的
と
し
て
、
神
奈
川
県
屋
外
広

告
物
条
例
の
一
部
改
正
を
行
っ
た

こ
と
に
伴
い
、
改
正
の
必
要
が
あ

る
た
め
提
案
す
る
も
の
で
す
。

▼
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予

　算
（
第
１
号
）
…
原
案
可
決
（
賛

　成
多
数
）

　今
回
の
補
正
は
、
財
政
融
資
資

金
の
繰
上
償
還
に
係
る
加
算
金
と

し
て
、
財
政
管
理
事
務
費
４
５
８

万
４
０
０
０
円
を
増
額
し
、
（
仮

称
）
自
治
基
本
条
例
の
制
定
に
向

け
た
検
討
に
係
る
経
費
と
し
て

（
仮
称
）
自
治
基
本
条
例
検
討
事

業
３
０
万
９
０
０
０
円
を
計
上

し
、
神
武
寺
ト
ン
ネ
ル
改
良
事
業

の
平
成
27
年
度
社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
の
確
定
に
伴
う
償
還
金

と
し
て
道
路
橋
り
ょ
う
事
務
費
９

５
４
４
万
３
０
０
０
円
、
小
坪
１

６
２
号
道
路
災
害
防
除
工
事
の
施

工
面
積
な
ど
の
変
更
に
伴
う
工
事

請
負
費
と
し
て
道
路
改
良
事
業
４

０
４
５
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
す

る
な
ど
、
歳
出
の
合
計
は
２
億
１

７
０
８
万
７
０
０
０
円
の
増
額
と

な
り
、
こ
れ
に
見
合
う
歳
入
は
、

繰
入
金
及
び
市
債
等
を
増
額
し
て

措
置
す
る
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り

予
算
現
額
は
１
９
４
億
７
３
１
１

万
８
０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

　な
お
、
丸
山
治
章
議
員
ほ
か
１

名
か
ら
、
（
仮
称
）
自
治
基
本
条

例
検
討
事
業
３
０
万
９
０
０
０

円
を
減
額
す
る
旨
の
修
正
案
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
賛
成
少

数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

▼
情
報
公
開
審
査
委
員
の
委
嘱
に

　つ
い
て
…
同
意
可
決
（
全
員
賛

　成
）

　氏
名

　前
田

　康
行
氏[

再
任]

　任
期

　３
年

　

▼
個
人
情
報
保
護
委
員
の
委
嘱
に

　つ
い
て
…
同
意
可
決
（
全
員
賛

　成
）

　氏
名

　前
田

　康
行
氏[

再
任]

　任
期

　３
年

▼
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い

　て
…
異
議
な
い
旨
答
申
（
全
員

　賛
成
）

　氏
名

　横
瀬

　啓
子
氏[

再
任]

　任
期

　３
年

▼
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い

　て
…
異
議
な
い
旨
答
申
（
全
員

　賛
成
）

　氏
名

　大
久
保
尚
哉
氏[

新
任]

　任
期

　３
年

　

▼
予
算
の
繰
越
し
に
つ
い
て

　（
継
続
費
の
逓
次
繰
越
）

　平
成
28
年
度
一
般
会
計
予
算
に

お
い
て
２
箇
年
継
続
事
業
と
し
て

実
施
し
て
い
る
神
武
寺
ト
ン
ネ
ル

改
良
事
業
に
つ
い
て
、
逓
次
繰
越

と
し
て
平
成
29
年
度
へ
４
億
１
２

７
万
円
を
繰
り
越
し
た
こ
と
に
つ

い
て
報
告
さ
れ
た
も
の
で
す
。

▼
予
算
の
繰
越
し
に
つ
い
て

　（
繰
越
明
許
費
）

　平
成
28
年
度
一
般
会
計
予
算
に

お
い
て
繰
越
明
許
費
の
設
定
を
し

た
戸
籍
住
民
基
本
台
帳
事
務
費
４

５
６
万
円
、
臨
時
福
祉
給
付
金
支

給
事
業
１
億
２
８
７
９
万
９
０
０

０
円
、
池
子
の
森
自
然
公
園
整
備

事
業
２
１
０
５
万
２
０
０
０
円
を

そ
れ
ぞ
れ
平
成
29
年
度
に
予
算
を

繰
り
越
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
報

告
さ
れ
た
も
の
で
す
。

▼
予
算
の
繰
越
し
に
つ
い
て

　（
繰
越
明
許
費
）

　平
成
28
年
度
下
水
道
事
業
特
別

会
計
予
算
に
お
い
て
繰
越
明
許
費

の
設
定
を
し
た
公
営
企
業
会
計
移

行
準
備
事
務
費
７
８
９
万
円
、
合

流
改
善
事
業
１
９
１
２
万
円
を
そ

れ
ぞ
れ
平
成
29
年
度
に
予
算
を
繰

り
越
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
報
告

さ
れ
た
も
の
で
す
。

▼
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

　（
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
）

　平
成
29
年
１
月
16
日
、久
木
８
丁

目
の
市
道
久
木
１
２
３
号
に
お
い

て
、
相
手
方
が
ト
ラ
ッ
ク
で
停
車

し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
建
築
限

界
を
超
え
た
市
所
有
の
樹
木
に
車

両
が
ぶ
つ
か
り
車
両
の
一
部
を
破

損
さ
せ
た
も
の
で
、
損
害
賠
償
額

２
８
万
２
０
７
４
円
で
賠
償
の
相

手
方
と
示
談
が
成
立
し
た
た
め
、

専
決
処
分
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

▼
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

　（
工
事
請
負
契
約
の
変
更
）

　平
成
28
年
９
月
28
日
議
案
44

号
を
も
っ
て
工
事
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て
議
決
を
得
た
、
下
水

道
事
業
特
別
会
計
の
第
３
系
列
水

処
理
設
備
改
築
工
事
に
つ
い
て
、

設
計
変
更
の
必
要
が
生
じ
た
た

め
、
契
約
金
額
を
４
８
４
万
４
８

８
０
円
増
額
し
、
工
事
請
負
金
額

を
８
億
６
６
６
８
万
４
８
８
０
円

と
す
る
契
約
金
額
に
変
更
す
る
専

決
処
分
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

▼
土
地
開
発
公
社
の
経
営
状
況
の

　報
告
に
つ
い
て

　土
地
開
発
公
社
に
お
け
る
平
成

28
年
度
の
事
業
報
告
及
び
決
算
に

つ
い
て
の
報
告
並
び
に
平
成
29
年

度
の
事
業
計
画
、
予
算
及
び
資
金

計
画
に
つ
い
て
、
報
告
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　６
月
23
日
の
本
会
議
（
第
４

日
）
に
お
い
て
、
髙
谷
清
彦
議
員

ほ
か
５
名
か
ら
、

　子
小
学
校
卒

業
式
動
画
販
売
及
び
販
売
に
係
る

個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
こ
と
を

調
査
事
項
と
し
、
調
査
期
限
を
調

査
終
了
ま
で
の
継
続
調
査
と
す

る
、
市
立
小
学
校
卒
業
式
動
画
販

売
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
設

置
の
動
議
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　動
議
が
可
決
さ
れ
、
正
副
議
長

を
除
く
、
16
名
の
委
員
か
ら
な
る

市
立
小
学
校
卒
業
式
動
画
販
売
に

関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
を
設
置

し
ま
し
た
。
引
き
続
き
開
会
さ
れ

た
同
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
正

副
委
員
長
の
互
選
を
行
い
、
指
名

推
薦
に
よ
り
、
委
員
長
に
眞
下
政

次
委
員
、
副
委
員
長
に
匂
坂
祐
二

委
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

　６
月
１
日
付
け
で
、
総
合
的
病

院
に
関
す
る
特
別
委
員
会
、
毛
呂

武
史
委
員
長
か
ら
同
委
員
長
を
辞

任
し
た
い
旨
の
願
い
出
が
提
出
さ

れ
、
６
月
14
日
に
開
会
さ
れ
た
、
総

合
的
病
院
に
関
す
る
特
別
委
員
会

に
お
い
て
、
毛
呂
委
員
長
の
辞
任

は
許
可
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
、

同
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
指
名

推
薦
に
よ
り
加
藤
秀
子
議
員
が
委

員
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
の
審
議
結
果

今
定
例
会
の
概
要

　平
成
29
年
市
議
会
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
８
日
か
ら
23
日
ま
で
の
16
日
間
の
会
期
で
開
会
し
ま

し
た
。
こ
の
定
例
会
で
は
、
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
、
手
数
料
条
例
の
一
部

改
正
の
ほ
か
、（
仮
称
）
自
治
基
本
条
例
の
制
定
に
向
け
た
検
討
に
係
る
経
費
と
し
て
市
民
自
治
推

進
費
の
計
上
、
小
坪
１
６
２
号
道
路
災
害
防
除
工
事
の
施
工
面
積
及
び
施
工
仕
様
の
変
更
に
伴
う
工

事
請
負
費
と
し
て
道
路
改
良
費
の
増
額
な
ど
を
内
容
と
す
る
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）、
情

報
公
開
審
査
委
員
、
個
人
情
報
保
護
委
員
の
委
嘱
な
ど
市
長
提
出
の
７
議
案
の
ほ
か
、
人
権
擁
護
委

員
の
推
薦
に
つ
い
て
の
諮
問
２
件
、
陳
情
６
件
の
審
議
が
行
わ
れ
、
審
議
の
結
果
、
議
案
７
件
を
原

案
ど
お
り
承
認
・
可
決
・
同
意
し
、
陳
情
３
件
を
了
承
、
３
件
を
不
了
承
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
６

月
21
日
、
22
日
、
23
日
の
３
日
間
、
市
政
一
般
に
つ
い
て
14
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
他
に
、
閉
会
中
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
陳
情
４
件
を
了
承
、
１
件
を
不
了
承
、
議
員
発
議
に

よ
る
意
見
書
案
２
件
を
可
決
、
１
件
を
否
決
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

報

　
告

　
事

　
項

人

　
事

　
案

　
件

特
別
委
員
会
設
置

動
議
の
審
査
結
果

総
合
的
病
院
特
別
委

員
会
委
員
長
の
変
更

市議会第２回定例会日程概要
議会運営委員会（議事日程等協議）

本会議（第1日）会期を6月23日までの16日間と決定、一部

議案の採決、議案等委員会付託

全員協議会（議会運営委員会決定事項報告、市長報告）

議会運営委員会（陳情の審査・採決）

教育民生常任委員会（陳情の審査・採決）

総務常任委員会（議案・陳情の審査・採決）

基地対策特別委員会（調査)

総合的病院に関する特別委員会（調査)

議会運営委員会（追加案件等協議）

本会議（第２日）議案の委員長報告・採決、陳情審査の結

果報告、一般質問

本会議（第３日）一般質問

本会議（第４日）一般質問、追加議案・意見書案の採決、

結論が出なかった陳情の閉会中継続審査了承、市立小学

校卒業式動画販売に関する調査特別委員会設置

6月 5日
8日

9日
12日
13日
14日
20日
21日

22日
23日

一般会計補正予算など7議案を可決
議員発議による意見書案２件の可決も

第２回定例会（６月８日～２３日）



5 ず し 市 議 会 だ よ り 4ず し 市 議 会 だ よ り

▼
議
会
活
性
化
推
進
協
議
会
へ
の

　市
民
参
加
に
関
す
る
陳
情

　工
藤
純
一
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ

た
も
の
で
、
議
会
活
性
化
推
進
協

議
会
で
検
討
中
の
議
会
報
告
会
に

つ
い
て
、
市
民
を
参
加
さ
せ
、
活

発
な
意
見
交
換
を
図
り
、
そ
こ
で

得
ら
れ
た
意
見
を
大
切
に
し
、
議

員
同
士
が
自
由
か
っ
達
な
議
論
を

戦
わ
せ
て
、
意
見
を
集
約
し
て
い

く
よ
う
切
望
す
る
、
と
い
う
も
の

で
す
。

　こ
の
陳
情
は
、
議
会
運
営
委
員

会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、
賛
成

な
し
で
不
了
承
と
な
り
ま
し
た
。

▼
教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育

　費
国
庫
負
担
制
度
の
国
負
担
２

　分
の
１
復
元
を
は
か
る
た
め
の

　２
０
１
８
年
度
政
府
予
算
に
つ

　い
て
の
陳
情

　三
浦
半
島
地
区
教
職
員
組
合
執

行
委
員
長

　丸
茂
忍
さ
ん
か
ら
提

出
さ
れ
た
も
の
で
、
子
供
た
ち
の

学
ぶ
意
欲
と
主
体
的
な
取
り
組
み

を
引
き
出
す
教
育
の
役
割
は
重
要

で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
条
件
整
備

は
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平

成
30
年
度
政
府
予
算
編
成
に
お
い

て
、
子
供
た
ち
の
教
育
環
境
改
善

の
た
め
に
、
計
画
的
な
教
職
員
定

数
改
善
の
推
進
及
び
教
育
の
機
会

均
等
と
水
準
の
維
持
向
上
を
図
る

た
め
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
の
堅
持
と
国
負
担
割
合
２
分
の

１
の
復
元
が
実
現
さ
れ
る
よ
う
、

国
に
対
し
意
見
書
を
提
出
す
る
よ

う
切
望
す
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

　こ
の
陳
情
は
、
教
育
民
生
常
任

委
員
会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

▼
神
奈
川
県
最
低
賃
金
改
定
等
に

　つ
い
て
の
陳
情

　日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
神
奈

川
県
連
合
会
三
浦
半
島
地
域
連
合

議
長

　河
南
高
之
さ
ん
か
ら
提
出

さ
れ
た
も
の
で
、
平
成
29
年
度
の

神
奈
川
県
最
低
賃
金
の
諮
問
・
改

定
に
つ
い
て
、
経
済
の
好
循
環
の

実
現
の
た
め
、
早
期
に
神
奈
川
県

最
低
賃
金
の
諮
問
・
改
定
を
行

い
、
最
低
賃
金
引
上
げ
に
伴
う
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
へ
の
支

援
強
化
と
し
て
、
①
国
が
実
施
し

て
い
る
各
施
策
に
お
け
る
神
奈
川

県
で
の
活
用
実
績
等
、
取
り
組
み

成
果
の
見
え
る
化
を
図
り
、
実
効

性
を
高
め
る
こ
と
。
②
公
正
な
取

引
関
係
の
確
立
に
向
け
、
為
替
変

動
、
資
材
高
騰
、
物
価
上
昇
等
に

伴
う
コ
ス
ト
増
に
つ
い
て
、
価
格

転
嫁
を
阻
害
す
る
行
為
へ
の
適
切

な
指
導
、
監
視
体
制
強
化
を
図
る

こ
と
。
③
働
き
方
改
革
実
行
計
画

の
取
り
組
み
と
連
動
さ
せ
、
更
な

る
取
引
条
件
の
改
善
と
と
も
に
、

賃
金
引
上
げ
と
労
働
生
産
性
向
上

を
図
る
こ
と
。
以
上
に
つ
い
て
、

国
に
意
見
書
を
提
出
す
る
よ
う
切

望
す
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

　こ
の
陳
情
は
、
総
務
常
任
委
員

会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、
賛
成

多
数
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

▼
小
坪
六
丁
目
用
水
路
側
道
の
整

　備
を
求
め
る
陳
情

　太
田
キ
ヨ
子
さ
ん
か
ら
提
出
さ

れ
た
も
の
で
、
小
坪
６
丁
目
５
番
、

６
番
を
流
れ
る
用
水
路
に
蓋
を
し

て
、
側
道
の
道
幅
を
広
げ
、
安
心

し
て
通
行
で
き
る
よ
う
切
望
す

る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

　こ
の
陳
情
は
、
総
務
常
任
委
員

会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、
賛
成

少
数
で
不
了
承
と
な
り
ま
し
た
。

▼
所
得
税
法
第
56
条
廃
止
の
意
見

　書
を
国
に
提
出
す
る
こ
と
を
求

　め
る
陳
情

　横
須
賀
民
主
商
工
会
婦
人
部
部

長

　本
間
か
ず
子
さ
ん
か
ら
提
出

さ
れ
た
も
の
で
、
地
域
経
済
の
担

い
手
で
あ
り
、
地
域
住
民
の
暮
ら

し
を
支
え
る
中
小
業
者
の
営
業
は

家
族
の
労
働
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

て
い
る
が
、
日
本
の
税
制
は
家
族

従
業
者
の
働
き
分
を
所
得
税
法
第

56
条
に
よ
り
、
必
要
経
費
と
し
て

認
め
て
い
な
い
。
世
界
の
主
要
国

で
は
、
家
族
従
業
者
の
人
格
、
人

権
、
労
働
を
正
当
に
評
価
し
、
そ

の
働
き
分
を
必
要
経
費
に
認
め
て

い
る
。
差
別
的
税
制
を
こ
れ
以
上

放
置
せ
ず
、
所
得
税
法
第
56
条
が

早
急
に
廃
止
さ
れ
る
よ
う
、
国
に

意
見
書
を
提
出
す
る
よ
う
切
望
す

る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

　こ
の
陳
情
は
、
総
務
常
任
委
員

会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、
賛
成

少
数
で
不
了
承
と
な
り
ま
し
た
。

▼
消
防
第
２
分
団
詰
所
建
て
替
え

　に
伴
う
桜
山
下
会
館
の
閉
鎖
に

　つ
い
て
の
陳
情

　桜
山
下
地
区
住
民
の
会
代
表

西
村
晟
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
も

の
で
、
消
防
第
２
分
団
詰
所
の
建

替
え
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
ど
お

り
桜
山
下
会
館
と
し
て
の
機
能
を

確
保
し
、
集
会
等
に
利
用
で
き
る

部
屋
面
積
を
現
状
と
同
等
若
し
く

は
そ
れ
以
上
に
確
保
す
る
よ
う
切

望
す
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

　こ
の
陳
情
は
、
総
務
常
任
委
員

会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、
全
員

賛
成
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

●
本
会
議
の
傍
聴

 

・
定
員     

　一
般
席      

43
人

　
　
　
　
　車
椅
子
席

　
　５
人

●
常
任
委
員
会
・
議
会
運
営
委
員
会
・

　議会
報
編
集
委
員
会
の
傍
聴

 

・
定
員

　
　
　
　
　
　
　
　12
人

　（
全
員
協
議
会
室
で
開
催
す
る

　場
合
は
25
人
）

●
特
別
委
員
会
の
傍
聴

 

・
定
員

　
　
　
　
　
　
　
　15
人

　（予
算
特
別
委
員
会
は
12
人
）

●
全
員
協
議
会
の
傍
聴

 

・
定
員

　
　
　
　
　
　
　
　8
人

●
受
付
時
間

・
午
前
９
時
か
ら
９
時
45
分
ま
で

（
本
会
議
・
各
委
員
会
と
も
同
じ
）

●
傍
聴
の
手
続
き

　会
議
の
傍
聴
を
希
望
す
る
方

は
、
本
人
が
本
会
議
、
委
員
会
、

全
員
協
議
会
の
開
か
れ
る
当
日
、

受
付
時
間
内
に
議
会
事
務
局
（
市

役
所
４
階
）
前
の
受
付
票
に
氏
名

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

午
前
９
時
45
分
の
受
付
終
了
後
に

傍
聴
希
望
者
が
定
員
を
超
え
て
い

た
場
合
は
、
抽
せ
ん
と
な
り
ま
す
。

　詳
し
い
こ
と
は
、
議
会
事
務
局

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

内
線
４
０
５ 内

案
ご
の
聴
傍
会
議

提
出
さ
れ
た
陳
情
の

要
旨
・
審
査
結
果

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度の国
負担２分の１復元を図るための2018年度政府予算
についての意見書

神奈川県最低賃金改定等に関する意見書

日本は、ＯＥＣＤ諸国に比べて、１学級当たりの児童、生徒

数や教員１人当たりの児童、生徒数が多く、ＧＤＰに占める教

育機関への公的支出割合も低い。また、障がいのある子供た

ちへの合理的配慮への対応、外国につながる子供たちへの

支援、いじめ、不登校などの課題など、学校をとりまく状況

は複雑化、困難化しており、学校に求められる役割は拡大し

ている。

また、新しい学習指導要領により、授業時数や指導内容が増

加している。こうしたことの課題解決に向けて、少人数教育の

推進を含む計画的な教職員定数改善が必要になる。

公立義務教育諸学校の学級編成及び教職員定数の標準に関

する法律の改正により、加配定数が基礎定数化される等の改

善が進んだが、第７次教職員定数改善計画の完成後、国による

新たな改善計画が策定されていない状況が続いている。自治

体が見通しを持って安定的に教職員を配置するためには、国

段階での国庫負担に裏付けされた定数改善計画の策定が必

要である。

全国の自治体の中には、厳しい財政状況にもかかわらず、独

自財源により35人以下学級を実施している自治体もある。こ

のことは、自治体の判断として、少人数学級の必要性を認識し

ていることの表れであり、国の施策として財源保障が必要と

考える。

義務教育費国庫負担制度の国負担割合が３分の１に引き下

げられたために、自治体負担が引き上げられた。その結果、自

治体財政を圧迫するとともに、非正規教職員の増大などにみ

られるように教育条件格差も生じている。子供たちが、全国ど

こに住んでいても、一定水準の教育を受けられることが憲法

上の要請のはずである。

子共の学ぶ意欲、主体的な取り組みを引き出す教育の役割

は重要であり、そのための条件整備が不可欠である。

よって2018年度政府予算編成において、　子市議会は国に

対し、次の事項を実現するよう強く要望する。

１　子供たちの教育環境改善のために、計画的な教職員定数

　改善を推進すること。

２　教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため、義務教

　育費国庫負担制度を堅持し、国負担割合を２分の１に復元

　すること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　平成29年６月23日　　　　　

政府は2016年６月２日にニッポン一億総活躍プラン、経済財政

運営と改革の基本方針2016及び日本再興戦略2016について、閣

議決定を行った。この中で、最低賃金については、年率３％程度

を目途として、名目ＧＤＰの成長率にも配慮しつつ引き上げてい

くことが必要であること。これにより、全国加重平均が1,000円

となることを目指すこと。このような最低賃金の引上げに向け

て、中小企業・小規模事業者の生産性向上等のための支援や、取

引条件の改善等を図ることとしている。

一方、日本労働組合総連合会における2017年春闘は、底上げ、

格差是正、大手追従・大手準拠からの脱却をキーワードとして、４

年連続での２％台の賃上げがなされたが、伸び率と金額は共に

昨年に比べて鈍化している。

また、今年の特長点としては、昨年に引き続き中小企業におけ

る引上額が大手企業の水準を超えるなど賃金格差の是正や、物

価上昇率がゼロに近い中でも月例賃金の引上げがなされたこと

などがあげられ、社会的な課題に対する賃金の引上げの流れは

着実に前進している。

2016年度の神奈川県最低賃金の水準は930円で、この水準を年

収換算すると約194万円余りであり、いまだワーキングプアを解

消できない水準である。

経済の好循環を確かなものにするためには、ＧＤＰの60％を占

める個人消費の拡大に向け、賃金の引上げを、すべての労働者に

適用される最低賃金にも波及させることが必要である。

その実現にあたっては、中小企業・小規模事業者への支援策に

対する活用実績等の見える化を図り、各施策の実効性を高める

ことや公正な取引関係の確立に向け、為替変動、資材高騰、物価

上昇などに伴うコスト増などに対し、価格転嫁を阻害する行為へ

の適切な指導、監視体制の強化などについて継続した取り組み

が求められている。

加えて、本年３月28日の働き方改革実現会議で決定された働

き方改革実行計画の取り組みと連動させ、更なる取引条件の改

善とともに、賃金引上げと労働生産性向上を実現していく必要

がある。

よって、　子市議会は政府に対し、次の事項を実現するよう要

望する。

１　経済の好循環の実現のため、早期に神奈川県最低賃金の諮

　問・改定を行うこと。

２　最低賃金引上げに伴う中小企業・小規模事業者への支援を

　強化すること。

（１）　国として実施している各施策における神奈川県での活用

　実績等、取り組み成果の見える化を図り、実効性を高めること。

（２）　公正な取引関係の確立に向け、為替変動、資材高騰、物価

　上昇などに伴うコスト増に対し、価格転嫁を阻害する行為へ

　の適切な指導、監視体制の強化を図ること。

（３）　働き方改革実行計画の取り組みと連動させ、更なる取

　引条件の改善とともに、賃金引上げと労働生産性向上を図る

　こと。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

平成29年６月23日

今定例会で可決した意見書を関係機関に送付しました
平成29年 9月１日　　第１３８号平成29年 9月１日　　第１３８号

　　子　市　議　会　　子　市　議　会



5 ず し 市 議 会 だ よ り 4ず し 市 議 会 だ よ り

▼
議
会
活
性
化
推
進
協
議
会
へ
の

　市
民
参
加
に
関
す
る
陳
情

　工
藤
純
一
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ

た
も
の
で
、
議
会
活
性
化
推
進
協

議
会
で
検
討
中
の
議
会
報
告
会
に

つ
い
て
、
市
民
を
参
加
さ
せ
、
活

発
な
意
見
交
換
を
図
り
、
そ
こ
で

得
ら
れ
た
意
見
を
大
切
に
し
、
議

員
同
士
が
自
由
か
っ
達
な
議
論
を

戦
わ
せ
て
、
意
見
を
集
約
し
て
い

く
よ
う
切
望
す
る
、
と
い
う
も
の

で
す
。

　こ
の
陳
情
は
、
議
会
運
営
委
員

会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、
賛
成

な
し
で
不
了
承
と
な
り
ま
し
た
。

▼
教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育

　費
国
庫
負
担
制
度
の
国
負
担
２

　分
の
１
復
元
を
は
か
る
た
め
の

　２
０
１
８
年
度
政
府
予
算
に
つ

　い
て
の
陳
情

　三
浦
半
島
地
区
教
職
員
組
合
執

行
委
員
長

　丸
茂
忍
さ
ん
か
ら
提

出
さ
れ
た
も
の
で
、
子
供
た
ち
の

学
ぶ
意
欲
と
主
体
的
な
取
り
組
み

を
引
き
出
す
教
育
の
役
割
は
重
要

で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
条
件
整
備

は
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平

成
30
年
度
政
府
予
算
編
成
に
お
い

て
、
子
供
た
ち
の
教
育
環
境
改
善

の
た
め
に
、
計
画
的
な
教
職
員
定

数
改
善
の
推
進
及
び
教
育
の
機
会

均
等
と
水
準
の
維
持
向
上
を
図
る

た
め
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
の
堅
持
と
国
負
担
割
合
２
分
の

１
の
復
元
が
実
現
さ
れ
る
よ
う
、

国
に
対
し
意
見
書
を
提
出
す
る
よ

う
切
望
す
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

　こ
の
陳
情
は
、
教
育
民
生
常
任

委
員
会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

▼
神
奈
川
県
最
低
賃
金
改
定
等
に

　つ
い
て
の
陳
情

　日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
神
奈

川
県
連
合
会
三
浦
半
島
地
域
連
合

議
長

　河
南
高
之
さ
ん
か
ら
提
出

さ
れ
た
も
の
で
、
平
成
29
年
度
の

神
奈
川
県
最
低
賃
金
の
諮
問
・
改

定
に
つ
い
て
、
経
済
の
好
循
環
の

実
現
の
た
め
、
早
期
に
神
奈
川
県

最
低
賃
金
の
諮
問
・
改
定
を
行

い
、
最
低
賃
金
引
上
げ
に
伴
う
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
へ
の
支

援
強
化
と
し
て
、
①
国
が
実
施
し

て
い
る
各
施
策
に
お
け
る
神
奈
川

県
で
の
活
用
実
績
等
、
取
り
組
み

成
果
の
見
え
る
化
を
図
り
、
実
効

性
を
高
め
る
こ
と
。
②
公
正
な
取

引
関
係
の
確
立
に
向
け
、
為
替
変

動
、
資
材
高
騰
、
物
価
上
昇
等
に

伴
う
コ
ス
ト
増
に
つ
い
て
、
価
格

転
嫁
を
阻
害
す
る
行
為
へ
の
適
切

な
指
導
、
監
視
体
制
強
化
を
図
る

こ
と
。
③
働
き
方
改
革
実
行
計
画

の
取
り
組
み
と
連
動
さ
せ
、
更
な

る
取
引
条
件
の
改
善
と
と
も
に
、

賃
金
引
上
げ
と
労
働
生
産
性
向
上

を
図
る
こ
と
。
以
上
に
つ
い
て
、

国
に
意
見
書
を
提
出
す
る
よ
う
切

望
す
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

　こ
の
陳
情
は
、
総
務
常
任
委
員

会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、
賛
成

多
数
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

▼
小
坪
六
丁
目
用
水
路
側
道
の
整

　備
を
求
め
る
陳
情

　太
田
キ
ヨ
子
さ
ん
か
ら
提
出
さ

れ
た
も
の
で
、
小
坪
６
丁
目
５
番
、

６
番
を
流
れ
る
用
水
路
に
蓋
を
し

て
、
側
道
の
道
幅
を
広
げ
、
安
心

し
て
通
行
で
き
る
よ
う
切
望
す

る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

　こ
の
陳
情
は
、
総
務
常
任
委
員

会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、
賛
成

少
数
で
不
了
承
と
な
り
ま
し
た
。

▼
所
得
税
法
第
56
条
廃
止
の
意
見

　書
を
国
に
提
出
す
る
こ
と
を
求

　め
る
陳
情

　横
須
賀
民
主
商
工
会
婦
人
部
部

長

　本
間
か
ず
子
さ
ん
か
ら
提
出

さ
れ
た
も
の
で
、
地
域
経
済
の
担

い
手
で
あ
り
、
地
域
住
民
の
暮
ら

し
を
支
え
る
中
小
業
者
の
営
業
は

家
族
の
労
働
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

て
い
る
が
、
日
本
の
税
制
は
家
族

従
業
者
の
働
き
分
を
所
得
税
法
第

56
条
に
よ
り
、
必
要
経
費
と
し
て

認
め
て
い
な
い
。
世
界
の
主
要
国

で
は
、
家
族
従
業
者
の
人
格
、
人

権
、
労
働
を
正
当
に
評
価
し
、
そ

の
働
き
分
を
必
要
経
費
に
認
め
て

い
る
。
差
別
的
税
制
を
こ
れ
以
上

放
置
せ
ず
、
所
得
税
法
第
56
条
が

早
急
に
廃
止
さ
れ
る
よ
う
、
国
に

意
見
書
を
提
出
す
る
よ
う
切
望
す

る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

　こ
の
陳
情
は
、
総
務
常
任
委
員

会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、
賛
成

少
数
で
不
了
承
と
な
り
ま
し
た
。

▼
消
防
第
２
分
団
詰
所
建
て
替
え

　に
伴
う
桜
山
下
会
館
の
閉
鎖
に

　つ
い
て
の
陳
情

　桜
山
下
地
区
住
民
の
会
代
表

西
村
晟
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
も

の
で
、
消
防
第
２
分
団
詰
所
の
建

替
え
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
ど
お

り
桜
山
下
会
館
と
し
て
の
機
能
を

確
保
し
、
集
会
等
に
利
用
で
き
る

部
屋
面
積
を
現
状
と
同
等
若
し
く

は
そ
れ
以
上
に
確
保
す
る
よ
う
切

望
す
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

　こ
の
陳
情
は
、
総
務
常
任
委
員

会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、
全
員

賛
成
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

●
本
会
議
の
傍
聴

 

・
定
員     

　一
般
席      

43
人

　
　
　
　
　車
椅
子
席

　
　５
人

●
常
任
委
員
会
・
議
会
運
営
委
員
会
・

　議会
報
編
集
委
員
会
の
傍
聴

 

・
定
員

　
　
　
　
　
　
　
　12
人

　（
全
員
協
議
会
室
で
開
催
す
る

　場
合
は
25
人
）

●
特
別
委
員
会
の
傍
聴

 

・
定
員

　
　
　
　
　
　
　
　15
人

　（予
算
特
別
委
員
会
は
12
人
）

●
全
員
協
議
会
の
傍
聴

 

・
定
員

　
　
　
　
　
　
　
　8
人

●
受
付
時
間

・
午
前
９
時
か
ら
９
時
45
分
ま
で

（
本
会
議
・
各
委
員
会
と
も
同
じ
）

●
傍
聴
の
手
続
き

　会
議
の
傍
聴
を
希
望
す
る
方

は
、
本
人
が
本
会
議
、
委
員
会
、

全
員
協
議
会
の
開
か
れ
る
当
日
、

受
付
時
間
内
に
議
会
事
務
局
（
市

役
所
４
階
）
前
の
受
付
票
に
氏
名

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

午
前
９
時
45
分
の
受
付
終
了
後
に

傍
聴
希
望
者
が
定
員
を
超
え
て
い

た
場
合
は
、
抽
せ
ん
と
な
り
ま
す
。

　詳
し
い
こ
と
は
、
議
会
事
務
局

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

内
線
４
０
５ 内

案
ご
の
聴
傍
会
議

提
出
さ
れ
た
陳
情
の

要
旨
・
審
査
結
果

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度の国
負担２分の１復元を図るための2018年度政府予算
についての意見書

神奈川県最低賃金改定等に関する意見書

日本は、ＯＥＣＤ諸国に比べて、１学級当たりの児童、生徒

数や教員１人当たりの児童、生徒数が多く、ＧＤＰに占める教

育機関への公的支出割合も低い。また、障がいのある子供た

ちへの合理的配慮への対応、外国につながる子供たちへの

支援、いじめ、不登校などの課題など、学校をとりまく状況

は複雑化、困難化しており、学校に求められる役割は拡大し

ている。

また、新しい学習指導要領により、授業時数や指導内容が増

加している。こうしたことの課題解決に向けて、少人数教育の

推進を含む計画的な教職員定数改善が必要になる。

公立義務教育諸学校の学級編成及び教職員定数の標準に関

する法律の改正により、加配定数が基礎定数化される等の改

善が進んだが、第７次教職員定数改善計画の完成後、国による

新たな改善計画が策定されていない状況が続いている。自治

体が見通しを持って安定的に教職員を配置するためには、国

段階での国庫負担に裏付けされた定数改善計画の策定が必

要である。

全国の自治体の中には、厳しい財政状況にもかかわらず、独

自財源により35人以下学級を実施している自治体もある。こ

のことは、自治体の判断として、少人数学級の必要性を認識し

ていることの表れであり、国の施策として財源保障が必要と

考える。

義務教育費国庫負担制度の国負担割合が３分の１に引き下

げられたために、自治体負担が引き上げられた。その結果、自

治体財政を圧迫するとともに、非正規教職員の増大などにみ

られるように教育条件格差も生じている。子供たちが、全国ど

こに住んでいても、一定水準の教育を受けられることが憲法

上の要請のはずである。

子共の学ぶ意欲、主体的な取り組みを引き出す教育の役割

は重要であり、そのための条件整備が不可欠である。

よって2018年度政府予算編成において、　子市議会は国に

対し、次の事項を実現するよう強く要望する。

１　子供たちの教育環境改善のために、計画的な教職員定数

　改善を推進すること。

２　教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため、義務教

　育費国庫負担制度を堅持し、国負担割合を２分の１に復元

　すること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　平成29年６月23日　　　　　

政府は2016年６月２日にニッポン一億総活躍プラン、経済財政

運営と改革の基本方針2016及び日本再興戦略2016について、閣

議決定を行った。この中で、最低賃金については、年率３％程度

を目途として、名目ＧＤＰの成長率にも配慮しつつ引き上げてい

くことが必要であること。これにより、全国加重平均が1,000円

となることを目指すこと。このような最低賃金の引上げに向け

て、中小企業・小規模事業者の生産性向上等のための支援や、取

引条件の改善等を図ることとしている。

一方、日本労働組合総連合会における2017年春闘は、底上げ、

格差是正、大手追従・大手準拠からの脱却をキーワードとして、４

年連続での２％台の賃上げがなされたが、伸び率と金額は共に

昨年に比べて鈍化している。

また、今年の特長点としては、昨年に引き続き中小企業におけ

る引上額が大手企業の水準を超えるなど賃金格差の是正や、物

価上昇率がゼロに近い中でも月例賃金の引上げがなされたこと

などがあげられ、社会的な課題に対する賃金の引上げの流れは

着実に前進している。

2016年度の神奈川県最低賃金の水準は930円で、この水準を年

収換算すると約194万円余りであり、いまだワーキングプアを解

消できない水準である。

経済の好循環を確かなものにするためには、ＧＤＰの60％を占

める個人消費の拡大に向け、賃金の引上げを、すべての労働者に

適用される最低賃金にも波及させることが必要である。

その実現にあたっては、中小企業・小規模事業者への支援策に

対する活用実績等の見える化を図り、各施策の実効性を高める

ことや公正な取引関係の確立に向け、為替変動、資材高騰、物価

上昇などに伴うコスト増などに対し、価格転嫁を阻害する行為へ

の適切な指導、監視体制の強化などについて継続した取り組み

が求められている。

加えて、本年３月28日の働き方改革実現会議で決定された働

き方改革実行計画の取り組みと連動させ、更なる取引条件の改

善とともに、賃金引上げと労働生産性向上を実現していく必要

がある。

よって、　子市議会は政府に対し、次の事項を実現するよう要

望する。

１　経済の好循環の実現のため、早期に神奈川県最低賃金の諮

　問・改定を行うこと。

２　最低賃金引上げに伴う中小企業・小規模事業者への支援を

　強化すること。

（１）　国として実施している各施策における神奈川県での活用

　実績等、取り組み成果の見える化を図り、実効性を高めること。

（２）　公正な取引関係の確立に向け、為替変動、資材高騰、物価

　上昇などに伴うコスト増に対し、価格転嫁を阻害する行為へ

　の適切な指導、監視体制の強化を図ること。

（３）　働き方改革実行計画の取り組みと連動させ、更なる取

　引条件の改善とともに、賃金引上げと労働生産性向上を図る

　こと。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

平成29年６月23日

今定例会で可決した意見書を関係機関に送付しました
平成29年 9月１日　　第１３８号平成29年 9月１日　　第１３８号

　　子　市　議　会　　子　市　議　会
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一
般
質
問
の
要
旨

地
方
消
費
税
交
付
金
な
ど
、

平
成
28
年
度
に
見
込
ん
で
い

た
収
入
が
、
決
算
で
大
き
く

割
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
こ
と

が
主
な
要
因
で
あ
る
。
予
算

を
計
上
す
る
際
の
歳
入
の
見

込
み
が
甘
か
っ
た
わ
け
で
、

私
と
し
て
も
、
当
然
、
責
任

を
感
じ
て
い
る
。

待
機
児
童
に
保
育
士
増

で
迅
速
対
応
で
き
る

問

　保
育
所
を
新
設
す
る
た

め
の
土
地
の
確
保
が
難
し
い

中
、
箱
物
投
資
よ
り
も
保
育

士
の
増
員
に
力
を
入
れ
る
ほ

う
が
迅
速
に
、
し
か
も
低
コ

ス
ト
で
、
待
機
児
童
の
解
消

が
で
き
る
。
本
市
で
も
保
育

士
確
保
に
よ
る
定
員
拡
大
は

可
能
で
あ
る
の
か
。

教
育
部
担
当
部
長

　保
育
士

の
確
保
が
年
々
困
難
と
な
っ

て
お
り
、
潜
在
保
育
士
の
掘

り
起
こ
し
の
た
め
、
秋
の
広

報
で
保
育
士
の
魅
力
を
発
信

す
る
、
職
場
復
帰
の
た
め
の

民
間
保
育
所
で
の
短
期
研
修

　子
市
が
運
転
資
金

シ
ョ
ー
ト
！？

問

　本
市
の
財
政
状
況
は
ひ

っ
迫
し
、
今
後
、
緊
急
財
政

対
策
本
部
を
設
置
、
更
に
厳

し
い
行
財
政
改
革
に
取
り
組

む
よ
う
だ
が
、
な
ぜ
こ
の
よ

う
な
状
況
に
な
っ
た
の
か
。

ま
た
そ
の
責
任
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
の
か
。

市
長

　平
成
28
年
度
決
算

で
、
繰
越
金
に
９
０
０
０
万

円
の
不
足
が
生
じ
た
。
こ
れ

は
、
市
税
収
入
、
地
方
交
付

税
及
び
臨
時
財
政
対
策
債
、

の
実
施
な
ど
、
様
々
な
対
策

を
講
じ
て
い
き
た
い
。

　子
の
深
夜
は
静
穏
な

街
へ

　深
夜
規
制 

問

　
　子
海
岸
は
、
様
々
な

規
制
に
よ
り
、海
岸
に
家
族
が

あ
ふ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
を
ま
ち
全
体
に
広
げ
、

飲
食
店
や
コ
ン
ビ
ニ
の
深
夜

営
業
を
規
制
し
、「
夜
静
か
な

ま
ち
ず
し
」
と
い
う
取
り
組

み
を
行
っ
て
み
て
は
ど
う

か
。

市
長

　現
在
、
コ
ン
ビ
ニ
等

の
深
夜
営
業
に
よ
り
、
治
安

が
悪
化
し
て
い
る
、
あ
る
い

は
市
民
に
不
安
が
生
じ
て
い

る
状
況
に
あ
る
と
は
受
け
止

め
て
は
お
ら
ず
、
行
政
と
し

て
、
営
業
時
間
の
規
制
に
つ

い
て
検
討
す
る
考
え
は
な

い
。

※
こ
の
他
に
、
空
き
家
等
の

対
策
、
災
害
事
件
等
の
情
報

共
有
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。

！！

な
い
た
め
、
保
護
者
が
事
前

に
栄
養
士
と
相
談
し
注
文
を

し
て
い
る
。だ
が
、５
月
17
日

の
給
食
で
は
、
当
初
メ
ニ
ュ

ー
表
に
記
載
が
な
か
っ
た
マ

ヨ
ネ
ー
ズ
が
出
さ
れ
、
卵
ア

レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
生
徒
が
喫

食
し
、
体
調
を
崩
し
た
事
案

が
発
生
し
た
が
、
な
ぜ
発
生

し
た
の
か
、
再
発
防
止
策
も

伺
い
た
い
。

教
育
部
長

　ミ
ニ
ト
マ
ト
が

容
器
内
で
転
が
る
の
を
防
ぐ

た
め
に
、
委
託
業
者
の
調
理

担
当
が
手
配
書
に
記
載
の
な

い
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
を
ミ
ニ
ト
マ

ト
の
台
座
に
使
用
し
て
い

た
。
今
後
は
、
ア
レ
ル
ゲ
ン

が
入
っ
て
い
る
も
の
に
つ
い

て
、
文
書
で
学
校
、
業
者
、

保
護
者
、
栄
養
士
で
共
有
し

防
止
を
図
る
。

待
機
児
童
対
策
は

待
っ
た
な
し
！

問

　学
童
保
育
の
待
機
児
童

を
解
消
す
る
た
め
、

　子
・

久
木
小
学
校
で
フ
レ
ス
ク
を

市
長
の
責
任
を
問
う
！

自
ら
身
を
切
る
覚
悟
を

問

　今
年
度
の
歳
入
が
９
０

０
０
万
円
不
足
す
る
状
況
だ

が
、
繰
越
金
と
財
政
調
整
基

金
に
頼
っ
た
予
算
編
成
に
問

題
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
今
年
度
の
事
業
執
行
は
、

ど
う
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

を
招
く
こ
と
が
な
く
行
っ
て

い
く
の
か
。

市
長

　必
要
な
財
源
確
保
の

た
め
、
近
々
設
置
す
る
緊
急

財
政
対
策
本
部
に
お
い
て
、

削
減
可
能
な
事
業
、
そ
れ
に

は
縮
小
、
廃
止
も
含
め
検
討

を
早
急
に
行
う
。
更
に
は
、

売
却
可
能
な
資
産
処
分
、
人

件
費
の
削
減
な
ど
も
含
め
る

考
え
で
あ
る
。
な
お
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
に
影
響
が
予
想
さ

れ
る
た
め
、
市
民
周
知
を
し

っ
か
り
実
施
し
て
い
く
。

中
学
校
給
食
は
早
期
に

「
食
缶
方
式
」
導
入
へ

　

問

　給
食
で
は
、
個
々
の
ア

レ
ル
ギ
ー
対
応
が
で
き
て
い

活
用
し
た
夕
方
型
が
開
始
さ

れ
た
が
、
状
況
は
ど
う
か
。

市
長

　両
小
学
校
で
計
８
名

が
待
機
に
な
っ
て
い
る
。
定

員
の
拡
充
を
図
る
に
は
新
た

な
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
設

置
が
望
ま
し
い
が
、
厳
し
い

財
政
状
況
で
も
あ
り
、
困
難

な
状
況
の
な
か
、
様
々
な
手

法
で
検
討
し
て
い
く
。

※
こ
の
他
に
、
障
害
者
差
別

解
消
法
、
い
じ
め
問
題
、
総

合
的
病
院
に
つ
い
て
の
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

緊
急
財
政
対
策
本
部
が

担
う
取
捨
選
択
を
問
う

　

問

　厳
し
い
財
政
状
況
で
あ

り
、
繰
越
金
と
財
調
基
金
繰

入
金
に
依
存
す
る
体
制
か
ら

の
転
換
、
脱
却
へ
の
取
組
み

や
今
後
の
政
策
判
断
に
つ
い

て
伺
う
。

市
長

　今
後
設
置
す
る
緊
急

財
政
対
策
本
部
に
お
い
て
、

指
摘
の
よ
う
に
、
繰
越
金
と

財
政
調
整
基
金
に
過
度
に
依

存
し
な
い
よ
う
な
財
政
運
営

の
基
盤
構
築
に
向
け
て
、
鋭

意
検
討
を
進
め
る
。
ま
た
、

予
算
規
模
に
見
合
う
歳
出
の

削
減
、
更
に
は
歳
入
の
確
保

に
向
け
た
精
査
等
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

女
性
社
長
比
率
県
下
第
一

位
の
取
組
み
を
問
う

問

　創
業
支
援
事
業
に
つ
い

て
は
、
市
と
商
工
会
の
連
携

が
図
ら
れ
、
順
調
に
開
業
者

や
開
業
に
向
け
た
方
が
、
増

加
し
て
い
る
。
中
で
も
女
性

で
起
業
さ
れ
活
躍
し
て
い
る

方
々
も
お
り
、
今
後
、
行
政

と
し
て
ど
の
よ
う
な
支
援
を

し
て
い
く
の
か
。

市
長

　創
業
を
目
指
す
方
が

大
変
多
く
、
毎
回
の
募
集
も

す
ぐ
に
埋
ま
り
大
変
関
心
が

高
い
。
女
性
創
業
者
の
な
か

で
は
、
神
奈
川
な
で
し
こ
ブ

ラ
ン
ド
に
認
定
さ
れ
大
変
優

秀
な
成
果
を
上
げ
ら
れ
た
方

も
お
り
、
メ
デ
ィ
ア
等
も
通

じ
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い

き
た
い
。

市
民
協
働
部
長

　広
報
ず
し

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
も
取

り
組
み
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
創
業
支
援
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
商
工
会
、

金
融
機
関
と
も
役
割
分
担
を

決
め
て
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
き

た
い
。

　

総
合
的
病
院
開
設
に
向

け
て
医
師
不
足
を
問
う

　

問

　全
国
的
な
医
師
不
足
が

起
き
て
お
り
、
長
期
的
な
ビ

ジ
ョ
ン
で
取
り
組
む
こ
と
が

必
要
だ
と
思
う
が
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長

　全
国
的
な
課
題
で
あ

る
医
師
不
足
に
つ
い
て
は
、

公
募
に
応
じ
た
段
階
で
、
葵

会
は
全
国
で
多
く
の
医
療
施

設
を
経
営
し
て
い
る
。
組
織

を
挙
げ
て
努
力
す
る
約
束
を

受
け
て
お
り
、
医
師
の
確
保

に
つ
い
て
期
待
し
て
い
る
。

※
こ
の
他
に
、

　子
海
岸
、

２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
防

災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て
の

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

マ
ナ
ー
違
反
の
Ｂ
Ｂ
Ｑ

早
急
な
対
策
を
求
め
る

問

　
　子
海
岸
で
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
を
す
る
人
が
多
い
。
中

に
は
、
全
く
マ
ナ
ー
を
守
ら

ず
、
ご
み
を
放
置
し
た
り
、

使
用
し
た
鉄
板
を
遊
泳
者
の

い
る
海
際
で
洗
っ
た
り
、
最

近
は
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
直

火
で
行
い
、
使
用
し
た
炭
を

そ
の
ま
ま
砂
浜
に
埋
め
て
し

ま
う
こ
と
が
多
い
。
マ
ナ
ー

違
反
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
考
え
て
い
る

の
か
。

　

市
民
協
働
部
長

　海
・
浜
の

ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

等
に
よ
る
啓
発
の
ほ
か
、
海

岸
に
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
マ
ナ

ー
看
板
を
設
置
し
、
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
の
啓
発
を
図
っ
て
い

く
。

道
路
状
況
パ
ト
ロ
ー
ル

事
業
者
に
協
力
を
要
請

　

問

　市
民
か
ら
の
情
報
を
も

と
に
道
路
の
陥
没
、
損
傷
の

対
応
を
し
て
い
る
が
、
き
め

細
か
く
、
速
や
か
に
対
応
が

で
き
る
よ
う
、
日
頃
か
ら
市

内
を
回
っ
て
い
る
民
間
事
業

者
に
協
力
を
要
請
す
る
考
え

は
な
い
か
。

市
長

　平
成
11
年
に
、
当
時

の

　子
郵
便
局
と
道
路
の
損

傷
等
に
つ
い
て
情
報
提
供
の

覚
書
を
締
結
し
た
が
、
民
営

化
に
よ
り
体
制
が
変
わ
っ
た

の
で
、
見
守
り
活
動
の
一
環

と
し
て
改
め
て
締
結
す
る
。

環
境
都
市
部
長

　配
送
業
者

等
と
の
協
力
に
つ
い
て
は
、

今
後
検
討
し
て
い
く
。

民
間
活
力
を
活
か
し
て

災
害
時
備
蓄
品
を
拡
充

問

　東
日
本
大
震
災
発
生

後
、
備
蓄
品
の
入
れ
替
え
の

時
期
が
来
て
い
る
。
民
間
事

業
者
と
の
連
携
を
含
め
、
ど

の
よ
う
に
入
れ
替
え
を
行
っ

て
い
く
の
か
。
特
に
、
介
護

用
品
は
備
蓄
を
拡
充
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

経
営
企
画
部
長

　災
害
備
蓄

品
は
、
地
域
防
災
計
画
に
基

づ
き
、
避
難
者
数
に
応
じ
目

標
を
設
定
し
、
計
画
的
に
備

蓄
を
し
更
新
を
し
て
い
る
。

毎
年
、
積
極
的
に
民
間
事
業

者
と
の
連
携
を
行
い
、
最
近

で
は
、
介
護
用
品
の
備
蓄
を

含
め
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
を

展
開
す
る
事
業
者
と
災
害
協

定
を
締
結
し
た
。

　

※
こ
の
他
に
、
ご
み
処
理
政

策
、
学
校
の
施
設
整
備
に
つ

い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。

防災倉庫（資機材等備蓄） あそびは楽しい

女性向けの創業支援

行
財
政
改
革
は
時
の
流
れ
に
任
せ

ず
、
断
行
し
な
け
れ
ば
！！

　

　子
が
財
政
危
機
！？
　「恐
れ
ず
・

ひ
る
ま
ず
・
と
ら
わ
れ
ず
」
断
行

維
新
ク
ラ
ブ

　

 

髙
谷

　清彦

　議員

繰
越
金
と
財
調
に
依
存
す
る
体
質

か
ら
脱
却
す
る
取
組
み
を
問
う
！！
　

自
民
党
逗
子
市
議
団

　桐ケ
谷

　一孝

　議員

ソ
フ
ト
と
ハ
ー
ド
の
充
実
で

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

市
政
ク
ラ
ブ

　髙野

　毅

　議員

    無償貸与の現場    

一
般
質
問
の
要
旨

！

！

ha

ど
う
乗
り
切
る
？

お
金
が
な
い
！？

財
政
危
機
！！
「
財
政
基
金
」
が
１
億

迄
激
減
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
低
下

維
新
ク
ラ
ブ

　加藤

　秀子

　議員

！
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一
般
質
問
の
要
旨

地
方
消
費
税
交
付
金
な
ど
、

平
成
28
年
度
に
見
込
ん
で
い

た
収
入
が
、
決
算
で
大
き
く

割
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
こ
と

が
主
な
要
因
で
あ
る
。
予
算

を
計
上
す
る
際
の
歳
入
の
見

込
み
が
甘
か
っ
た
わ
け
で
、

私
と
し
て
も
、
当
然
、
責
任

を
感
じ
て
い
る
。

待
機
児
童
に
保
育
士
増

で
迅
速
対
応
で
き
る

問

　保
育
所
を
新
設
す
る
た

め
の
土
地
の
確
保
が
難
し
い

中
、
箱
物
投
資
よ
り
も
保
育

士
の
増
員
に
力
を
入
れ
る
ほ

う
が
迅
速
に
、
し
か
も
低
コ

ス
ト
で
、
待
機
児
童
の
解
消

が
で
き
る
。
本
市
で
も
保
育

士
確
保
に
よ
る
定
員
拡
大
は

可
能
で
あ
る
の
か
。

教
育
部
担
当
部
長

　保
育
士

の
確
保
が
年
々
困
難
と
な
っ

て
お
り
、
潜
在
保
育
士
の
掘

り
起
こ
し
の
た
め
、
秋
の
広

報
で
保
育
士
の
魅
力
を
発
信

す
る
、
職
場
復
帰
の
た
め
の

民
間
保
育
所
で
の
短
期
研
修

　子
市
が
運
転
資
金

シ
ョ
ー
ト
！？

問

　本
市
の
財
政
状
況
は
ひ

っ
迫
し
、
今
後
、
緊
急
財
政

対
策
本
部
を
設
置
、
更
に
厳

し
い
行
財
政
改
革
に
取
り
組

む
よ
う
だ
が
、
な
ぜ
こ
の
よ

う
な
状
況
に
な
っ
た
の
か
。

ま
た
そ
の
責
任
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
の
か
。

市
長

　平
成
28
年
度
決
算

で
、
繰
越
金
に
９
０
０
０
万

円
の
不
足
が
生
じ
た
。
こ
れ

は
、
市
税
収
入
、
地
方
交
付

税
及
び
臨
時
財
政
対
策
債
、

の
実
施
な
ど
、
様
々
な
対
策

を
講
じ
て
い
き
た
い
。

　子
の
深
夜
は
静
穏
な

街
へ

　深
夜
規
制 

問

　
　子
海
岸
は
、
様
々
な

規
制
に
よ
り
、海
岸
に
家
族
が

あ
ふ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
を
ま
ち
全
体
に
広
げ
、

飲
食
店
や
コ
ン
ビ
ニ
の
深
夜

営
業
を
規
制
し
、「
夜
静
か
な

ま
ち
ず
し
」
と
い
う
取
り
組

み
を
行
っ
て
み
て
は
ど
う

か
。

市
長

　現
在
、
コ
ン
ビ
ニ
等

の
深
夜
営
業
に
よ
り
、
治
安

が
悪
化
し
て
い
る
、
あ
る
い

は
市
民
に
不
安
が
生
じ
て
い

る
状
況
に
あ
る
と
は
受
け
止

め
て
は
お
ら
ず
、
行
政
と
し

て
、
営
業
時
間
の
規
制
に
つ

い
て
検
討
す
る
考
え
は
な

い
。

※
こ
の
他
に
、
空
き
家
等
の

対
策
、
災
害
事
件
等
の
情
報

共
有
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。

！！

な
い
た
め
、
保
護
者
が
事
前

に
栄
養
士
と
相
談
し
注
文
を

し
て
い
る
。だ
が
、５
月
17
日

の
給
食
で
は
、
当
初
メ
ニ
ュ

ー
表
に
記
載
が
な
か
っ
た
マ

ヨ
ネ
ー
ズ
が
出
さ
れ
、
卵
ア

レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
生
徒
が
喫

食
し
、
体
調
を
崩
し
た
事
案

が
発
生
し
た
が
、
な
ぜ
発
生

し
た
の
か
、
再
発
防
止
策
も

伺
い
た
い
。

教
育
部
長

　ミ
ニ
ト
マ
ト
が

容
器
内
で
転
が
る
の
を
防
ぐ

た
め
に
、
委
託
業
者
の
調
理

担
当
が
手
配
書
に
記
載
の
な

い
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
を
ミ
ニ
ト
マ

ト
の
台
座
に
使
用
し
て
い

た
。
今
後
は
、
ア
レ
ル
ゲ
ン

が
入
っ
て
い
る
も
の
に
つ
い

て
、
文
書
で
学
校
、
業
者
、

保
護
者
、
栄
養
士
で
共
有
し

防
止
を
図
る
。

待
機
児
童
対
策
は

待
っ
た
な
し
！

問

　学
童
保
育
の
待
機
児
童

を
解
消
す
る
た
め
、

　子
・

久
木
小
学
校
で
フ
レ
ス
ク
を

市
長
の
責
任
を
問
う
！

自
ら
身
を
切
る
覚
悟
を

問

　今
年
度
の
歳
入
が
９
０

０
０
万
円
不
足
す
る
状
況
だ

が
、
繰
越
金
と
財
政
調
整
基

金
に
頼
っ
た
予
算
編
成
に
問

題
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
今
年
度
の
事
業
執
行
は
、

ど
う
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

を
招
く
こ
と
が
な
く
行
っ
て

い
く
の
か
。

市
長

　必
要
な
財
源
確
保
の

た
め
、
近
々
設
置
す
る
緊
急

財
政
対
策
本
部
に
お
い
て
、

削
減
可
能
な
事
業
、
そ
れ
に

は
縮
小
、
廃
止
も
含
め
検
討

を
早
急
に
行
う
。
更
に
は
、

売
却
可
能
な
資
産
処
分
、
人

件
費
の
削
減
な
ど
も
含
め
る

考
え
で
あ
る
。
な
お
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
に
影
響
が
予
想
さ

れ
る
た
め
、
市
民
周
知
を
し

っ
か
り
実
施
し
て
い
く
。

中
学
校
給
食
は
早
期
に

「
食
缶
方
式
」
導
入
へ

　

問

　給
食
で
は
、
個
々
の
ア

レ
ル
ギ
ー
対
応
が
で
き
て
い

活
用
し
た
夕
方
型
が
開
始
さ

れ
た
が
、
状
況
は
ど
う
か
。

市
長

　両
小
学
校
で
計
８
名

が
待
機
に
な
っ
て
い
る
。
定

員
の
拡
充
を
図
る
に
は
新
た

な
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
設

置
が
望
ま
し
い
が
、
厳
し
い

財
政
状
況
で
も
あ
り
、
困
難

な
状
況
の
な
か
、
様
々
な
手

法
で
検
討
し
て
い
く
。

※
こ
の
他
に
、
障
害
者
差
別

解
消
法
、
い
じ
め
問
題
、
総

合
的
病
院
に
つ
い
て
の
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

緊
急
財
政
対
策
本
部
が

担
う
取
捨
選
択
を
問
う

　

問

　厳
し
い
財
政
状
況
で
あ

り
、
繰
越
金
と
財
調
基
金
繰

入
金
に
依
存
す
る
体
制
か
ら

の
転
換
、
脱
却
へ
の
取
組
み

や
今
後
の
政
策
判
断
に
つ
い

て
伺
う
。

市
長

　今
後
設
置
す
る
緊
急

財
政
対
策
本
部
に
お
い
て
、

指
摘
の
よ
う
に
、
繰
越
金
と

財
政
調
整
基
金
に
過
度
に
依

存
し
な
い
よ
う
な
財
政
運
営

の
基
盤
構
築
に
向
け
て
、
鋭

意
検
討
を
進
め
る
。
ま
た
、

予
算
規
模
に
見
合
う
歳
出
の

削
減
、
更
に
は
歳
入
の
確
保

に
向
け
た
精
査
等
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

女
性
社
長
比
率
県
下
第
一

位
の
取
組
み
を
問
う

問

　創
業
支
援
事
業
に
つ
い

て
は
、
市
と
商
工
会
の
連
携

が
図
ら
れ
、
順
調
に
開
業
者

や
開
業
に
向
け
た
方
が
、
増

加
し
て
い
る
。
中
で
も
女
性

で
起
業
さ
れ
活
躍
し
て
い
る

方
々
も
お
り
、
今
後
、
行
政

と
し
て
ど
の
よ
う
な
支
援
を

し
て
い
く
の
か
。

市
長

　創
業
を
目
指
す
方
が

大
変
多
く
、
毎
回
の
募
集
も

す
ぐ
に
埋
ま
り
大
変
関
心
が

高
い
。
女
性
創
業
者
の
な
か

で
は
、
神
奈
川
な
で
し
こ
ブ

ラ
ン
ド
に
認
定
さ
れ
大
変
優

秀
な
成
果
を
上
げ
ら
れ
た
方

も
お
り
、
メ
デ
ィ
ア
等
も
通

じ
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い

き
た
い
。

市
民
協
働
部
長

　広
報
ず
し

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
も
取

り
組
み
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
創
業
支
援
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
商
工
会
、

金
融
機
関
と
も
役
割
分
担
を

決
め
て
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
き

た
い
。

　

総
合
的
病
院
開
設
に
向

け
て
医
師
不
足
を
問
う

　

問

　全
国
的
な
医
師
不
足
が

起
き
て
お
り
、
長
期
的
な
ビ

ジ
ョ
ン
で
取
り
組
む
こ
と
が

必
要
だ
と
思
う
が
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長

　全
国
的
な
課
題
で
あ

る
医
師
不
足
に
つ
い
て
は
、

公
募
に
応
じ
た
段
階
で
、
葵

会
は
全
国
で
多
く
の
医
療
施

設
を
経
営
し
て
い
る
。
組
織

を
挙
げ
て
努
力
す
る
約
束
を

受
け
て
お
り
、
医
師
の
確
保

に
つ
い
て
期
待
し
て
い
る
。

※
こ
の
他
に
、

　子
海
岸
、

２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
防

災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て
の

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

マ
ナ
ー
違
反
の
Ｂ
Ｂ
Ｑ

早
急
な
対
策
を
求
め
る

問

　
　子
海
岸
で
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
を
す
る
人
が
多
い
。
中

に
は
、
全
く
マ
ナ
ー
を
守
ら

ず
、
ご
み
を
放
置
し
た
り
、

使
用
し
た
鉄
板
を
遊
泳
者
の

い
る
海
際
で
洗
っ
た
り
、
最

近
は
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
直

火
で
行
い
、
使
用
し
た
炭
を

そ
の
ま
ま
砂
浜
に
埋
め
て
し

ま
う
こ
と
が
多
い
。
マ
ナ
ー

違
反
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
考
え
て
い
る

の
か
。

　

市
民
協
働
部
長

　海
・
浜
の

ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

等
に
よ
る
啓
発
の
ほ
か
、
海

岸
に
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
マ
ナ

ー
看
板
を
設
置
し
、
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
の
啓
発
を
図
っ
て
い

く
。

道
路
状
況
パ
ト
ロ
ー
ル

事
業
者
に
協
力
を
要
請

　

問

　市
民
か
ら
の
情
報
を
も

と
に
道
路
の
陥
没
、
損
傷
の

対
応
を
し
て
い
る
が
、
き
め

細
か
く
、
速
や
か
に
対
応
が

で
き
る
よ
う
、
日
頃
か
ら
市

内
を
回
っ
て
い
る
民
間
事
業

者
に
協
力
を
要
請
す
る
考
え

は
な
い
か
。

市
長

　平
成
11
年
に
、
当
時

の

　子
郵
便
局
と
道
路
の
損

傷
等
に
つ
い
て
情
報
提
供
の

覚
書
を
締
結
し
た
が
、
民
営

化
に
よ
り
体
制
が
変
わ
っ
た

の
で
、
見
守
り
活
動
の
一
環

と
し
て
改
め
て
締
結
す
る
。

環
境
都
市
部
長

　配
送
業
者

等
と
の
協
力
に
つ
い
て
は
、

今
後
検
討
し
て
い
く
。

民
間
活
力
を
活
か
し
て

災
害
時
備
蓄
品
を
拡
充

問

　東
日
本
大
震
災
発
生

後
、
備
蓄
品
の
入
れ
替
え
の

時
期
が
来
て
い
る
。
民
間
事

業
者
と
の
連
携
を
含
め
、
ど

の
よ
う
に
入
れ
替
え
を
行
っ

て
い
く
の
か
。
特
に
、
介
護

用
品
は
備
蓄
を
拡
充
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

経
営
企
画
部
長

　災
害
備
蓄

品
は
、
地
域
防
災
計
画
に
基

づ
き
、
避
難
者
数
に
応
じ
目

標
を
設
定
し
、
計
画
的
に
備

蓄
を
し
更
新
を
し
て
い
る
。

毎
年
、
積
極
的
に
民
間
事
業

者
と
の
連
携
を
行
い
、
最
近

で
は
、
介
護
用
品
の
備
蓄
を

含
め
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
を

展
開
す
る
事
業
者
と
災
害
協

定
を
締
結
し
た
。

　

※
こ
の
他
に
、
ご
み
処
理
政

策
、
学
校
の
施
設
整
備
に
つ

い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。

防災倉庫（資機材等備蓄） あそびは楽しい

女性向けの創業支援

行
財
政
改
革
は
時
の
流
れ
に
任
せ

ず
、
断
行
し
な
け
れ
ば
！！

　

　子
が
財
政
危
機
！？
　「恐
れ
ず
・

ひ
る
ま
ず
・
と
ら
わ
れ
ず
」
断
行

維
新
ク
ラ
ブ

　

 

髙
谷

　清彦

　議員

繰
越
金
と
財
調
に
依
存
す
る
体
質

か
ら
脱
却
す
る
取
組
み
を
問
う
！！
　

自
民
党
逗
子
市
議
団

　桐ケ
谷

　一孝

　議員

ソ
フ
ト
と
ハ
ー
ド
の
充
実
で

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

市
政
ク
ラ
ブ

　髙野

　毅

　議員

    無償貸与の現場    

一
般
質
問
の
要
旨

！

！

ha

ど
う
乗
り
切
る
？

お
金
が
な
い
！？

財
政
危
機
！！
「
財
政
基
金
」
が
１
億

迄
激
減
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
低
下

維
新
ク
ラ
ブ

　加藤

　秀子

　議員

！
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一
般
質
問
の
要
旨

市
民
が
望
む
の
は
現
状
維
持
で
は

な
い
！
希
望
の
持
て
る

　子
へ！

自
民
党
逗
子
市
議
団

　八木
野

　太郎

　議員

は
か
な
り
難
し
い
の
が
、
現

実
で
あ
り
、
改
善
が
進
ん
で

い
な
い
の
は
指
摘
の
と
お
り

で
あ
る
。
既
に
「
歩
行
者
と

自
転
車
を
優
先
す
る
ま
ち
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」を
作
成
し
、

自
動
車
か
ら
公
共
交
通
、
あ

る
い
は
徒
歩
、
自
転
車
へ
の

誘
導
と
い
う
こ
と
で
、
交
通

環
境
の
快
適
性
の
向
上
を
目

指
す
。

「
市
民
の
た
め
」
の
総
合

的
病
院
が
大
前
提！

問

　市
民
が
求
め
る
病
院

は
、
診
療
所
等
に
は
な
い
高

度
な
施
設
や
検
査
機
器
に
よ

る
診
察
が
市
民
な
ら
誰
で

も
、
い
つ
で
も
分
け
隔
て
な

く
受
け
ら
れ
る
施
設
で
あ

る
。
市
長
の
考
え
を
聞
き
た

い
。

市
長

　当
然
市
民
が
求
め
る

医
療
機
能
を
備
え
、
一
次
救

急
の
補
完
を
含
め
て
、
二
次

救
急
と
し
て
の
体
制
を
作
っ

て
、
救
急
医
療
の
充
実
を
目

指
し
た
い
。
ま
た
、
通
院
患

渋
滞
解
消
こ
そ
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン！

問

　住
み
や
す
い
ま
ち
を
目

指
す
本
市
に
お
い
て
、
交
通

渋
滞
は
市
民
に
と
っ
て
大
き

な
経
済
損
失
で
あ
り
、
高
齢

者
等
に
と
っ
て
も
路
線
バ
ス

の
定
時
運
行
は
大
変
重
要
で

あ
る
。
本
市
交
通
計
画
や
都

市
計
画
道
路
の
見
直
し
方
針

を
策
定
し
た
が
、
改
善
の
実

感
が
な
い
。
渋
滞
対
策
の
対

応
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

市
長

　道
路
の
ハ
ー
ド
整
備

者
の
利
便
性
を
図
る
と
い
う

こ
と
で
、
地
域
の
診
療
所
と

の
病
診
連
携
と
い
う
観
点

で
、
今
後
、
地
域
連
携
の
検

討
会
等
で
も
協
議
が
進
む
中

で
、
地
域
医
療
の
充
実
に
貢

献
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　子
な
ら
で
は
の
実
践

的
な
英
語
教
育
を！ 

問

　国
際
競
争
力
の
対
策
と

し
て
小
学
校
で
も
英
語
教
育

が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
池
子

米
軍
住
宅
内
の
小
学
校
と
の

交
流
等
、
生
の
英
語
と
接
す

る
こ
と
で
英
語
学
力
強
化
に

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

教
育
長

　池
子
米
軍
住
宅
の

小
学
校
と
の
交
流
に
つ
い
て

は
、
教
育
課
程
の
時
間
内
で

の
活
動
は
厳
し
い
が
、
何
か

し
ら
の
接
点
が
持
て
る
よ
う

各
学
校
と
検
討
し
て
い
く
。

※
こ
の
他
に
、行
財
政
改
革
、

ご
み
処
理
の
自
治
体
間
連
携

に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。

財政危機にひんした逗子市

！！

統
一
的
基
準
で
示
し
た
地
方

公
会
計
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
公
表

し
た
。複
式
簿
記
を
導
入
し

事
業
の
評
価
を
行
い
、
財
政

の
無
駄
削
減
に
大
き
な
効
果

を
発
揮
し
た
自
治
体
も
あ

る
。
本
市
に
こ
の
制
度
を
導

入
す
る
考
え
は
な
い
か
。

経
営
企
画
部
長

　統
一
的
基

準
に
よ
る
財
務
諸
表
の
利
用

で
、
資
産
の
評
価
が
現
実
に

即
し
た
も
の
に
な
る
。
本
市

も
今
年
度
中
に
財
務
諸
表
を

作
成
し
、
そ
の
後
、
具
体
的

な
活
用
方
法
に
つ
い
て
検
討

を
し
て
い
く
。

東

　子
駅
周
辺
の
開
発

人
口
増
加
の
起
爆
剤
に

問

　東

　子
駅
前
用
地
活
用

事
業
に
つ
い
て
の
検
討
が
始

ま
り
、
地
元
住
民
は
大
変
期

待
を
し
て
い
る
。
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事

業
と
し
て
実
施
し
、
民
間
資

金
を
活
用
す
る
に
は
、
ソ
フ

ト
面
に
加
え
、
ハ
ー
ド
面
も

整
備
し
、
新
し
い
人
を
呼
び

込
み
、
更
に
バ
ス
路
線
を
拡

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
健
康
革
命

未
病
セ
ン
タ
ー
も
盛
況

問

　国
民
健
康
保
険
加
入
者

の
特
定
健
診
受
診
状
況
な
ど

の
デ
ー
タ
分
析
を
行
い
、
本

市
の
特
性
に
合
っ
た
保
健
事

業
を
展
開
し
、
市
民
の
健
康

寿
命
の
延
伸
及
び
医
療
費
の

適
正
化
を
目
指
す
、
市
デ
ー

タ
ヘ
ル
ス
計
画
が
策
定
さ
れ

た
。
今
後
、
ど
の
よ
う
に
活

用
し
て
い
く
の
か
。

福
祉
部
長

　デ
ー
タ
ヘ
ル
ス

計
画
に
特
定
健
康
診
査
等
実

施
計
画
が
盛
り
込
ま
れ
る

が
、
例
え
ば
特
定
健
診
の
受

診
率
な
ど
の
デ
ー
タ
を
も
と

に
、
し
っ
か
り
と
し
た
実
施

計
画
の
目
標
を
設
定
し
て
い

く
。

民
間
と
同
じ
新
公
会
計

財
政
の
ム
ダ
削
減
を
！！
　

問

　総
務
省
は
全
国
の
自
治

体
に
、
２
０
１
７
年
度
ま
で

に
複
式
簿
記
の
導
入
等
を
求

め
る
通
知
を
出
し
、
併
せ
て

財
務
諸
表
の
作
成
手
順
等
を

充
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

市
長

　東

　子
全
体
を
い
か

に
活
性
化
さ
せ
る
か
。
総
合

的
病
院
の
開
設
、
三
浦
半
島

中
央
道
の
延
伸
、
バ
ス
路
線

の
拡
充
な
ど
一
歩
一
歩
進
め

て
い
け
ば
、
人
の
流
れ
も
変

わ
り
、
東

　子
の
大
き
な
発

展
が
期
待
で
き
る
。
し
っ
か

り
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

※
こ
の
他
に
、空
き
家
対
策
、

食
品
ロ
ス
に
つ
い
て
の
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

適
応
指
導
教
室「
な
ぎ
さ
」

水
ぶ
く
れ
し
た
歳
出
削

減
が
根
本
的
解
決
策
！

問

　以
前
よ
り
、
財
政
調
整

基
金
の
残
高
に
つ
い
て
指
摘

し
て
き
た
が
、
現
実
の
問
題

に
な
っ
た
。
緊
急
財
政
対
策

で
、
事
業
の
見
直
し
に
取
り

組
ん
で
い
く
と
、
当
然
市
民

生
活
に
影
響
が
で
る
と
思
う

が
、
考
え
を
伺
い
た
い
。

市
長

　事
業
の
統
廃
合
を
含

め
、
現
在
実
施
し
て
い
る
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
廃
止
、
若
し

く
は
減
ら
す
こ
と
は
、
よ
ほ

ど
の
合
理
性
が
な
い
と
難
し

い
。
た
だ
、
危
機
的
状
況
の

な
か
で
、
市
民
に
も
負
担
を

強
い
る
状
況
が
予
測
さ
れ

る
。
昨
年
か
ら
職
員
の
時
間

外
削
減
を
進
め
て
い
る
が
、

今
年
度
は
昨
年
以
上
に
削
減

を
図
り
、
市
長
と
し
て
身
を

切
る
覚
悟
で
取
り
組
む
。

国
保
保
険
料
値
上
げ
の

前
に
す
べ
き
こ
と

問

　レ
セ
プ
ト
や
特
定
健
康

診
査
等
の
デ
ー
タ
分
析
に
基

づ
い
た
、
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計

画
は
科
学
的
で
あ
る
。
国
民

健
康
保
険
事
業
の
歳
出
の

61
％
程
度
を
占
め
る
保
険
給

付
費
削
減
の
た
め
、
こ
の
計

画
の
有
効
活
用
及
び
削
減
目

標
を
設
定
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

市
長

　医
療
費
削
減
に
つ
い

て
は
、
地
道
な
予
防
対
策
や

未
病
セ
ン
タ
ー
も
含
め
た
取

り
組
み
が
第
一
で
あ
る
。
特

に
重
症
化
予
防
に
対
し
て
、

こ
の
計
画
を
積
極
的
に
活
用

し
て
い
き
た
い
。

福
祉
部
長

　削
減
数
値
に
つ

い
て
は
、
他
市
町
村
等
を
参

考
に
検
討
す
る
。

科
学
的
根
拠
に
基
づ
い

た
教
育
政
策
を

　

問

　日
本
の
教
育
に
必
要
な

の
は
、
科
学
的
な
根
拠
と
な

る
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
検
証

と
実
践
で
あ
る
が
、
こ
の
財

政
状
況
の
な
か
、
本
市
の
教

育
施
策
に
ど
う
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
。

教
育
長

　科
学
的
根
拠
と
な

る
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
教
育

を
実
践
、
改
善
し
て
い
く
こ

と
は
、
大
事
な
こ
と
で
あ
る

が
、
財
政
状
況
を
勘
案
し
な

が
ら
施
策
の
検
討
も
必
要
で

あ
る
。
今
後
も
、
各
学
校
が

実
践
、
検
証
を
重
ね
そ
の
結

果
を
共
有
し
、
本
市
の
学
校

教
育
の
質
の
向
上
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

※
こ
の
他
に
、
国
有
財
産
買

取
り
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。

市
立
小
学
校
卒
業
式

財
政
見
通
し
の
甘
さ
反
省
す
べ
き

将
来
の
財
政
健
全
化
を
目
指
せ
！！

公
明
党

　田幡

　智子

　議員

子
供
と
保
護
者
も
憤
慨

販
売
問
題
の
再
調
査
を

問

　
　子
小
学
校
卒
業
式
動

画
Ｄ
Ｖ
Ｄ
販
売
問
題
に
つ
い

て
①
議
員
が
行
っ
た
来
賓
席

か
ら
の
撮
影
が
式
典
の
進
行

の
妨
げ
に
な
っ
た
。
②
撮
影

動
画
が
学
校
長
等
の
許
可
、

保
護
者
の
同
意
な
く
販
売
さ

れ
た
。③
再
調
査
の
必
要
性
、

以
上
３
点
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　

教
育
長

　①
厳
粛
で
清
新
な

気
分
を
味
わ
う
卒
業
式
と
な

る
よ
う
、
来
賓
等
に
も
ご
理

解
い
た
だ
く
内
容
で
あ
る
。

②
個
人
の
同
意
な
く
個
人
情

報
が
拡
散
さ
れ
る
こ
と
は
不

適
切
な
行
為
で
あ
る
。
③
今

後
の
推
移
を
見
守
り
な
が
ら

対
応
し
て
い
く
。

財
政
破
綻
回
避
の
た
め

池
子
公
園
整
備
凍
結
を

問

　池
子
の
森
自
然
公
園
の

維
持
管
理
費
の
市
負
担
分
は

毎
年
約
２
５
０
０
万
円
、
加

え
て
30
年
度
以
降
の
整
備
事

業
費
に
約
４
億
円
が
必
要
に

な
る
。
国
の
防
衛
補
助
が
あ

る
が
、
本
市
に
与
え
る
負
担

は
大
き
い
。
深
刻
な
財
政
状

況
に
あ
り
、
厳
し
い
判
断
を

求
め
ら
れ
て
い
る
中
、
来
年

度
以
降
の
公
園
整
備
事
業
は

当
面
凍
結
す
べ
き
で
あ
る
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

市
長

　財
政
状
況
は
厳
し
い

も
の
で
あ
る
が
、
公
園
整
備

を
着
実
に
進
め
る
こ
と
に
よ

り
返
還
へ
の
道
筋
が
見
え
て

く
る
も
の
と
理
解
し
て
お

り
、
出
来
る
範
囲
で
整
備
を

進
め
て
い
く
。

通
学
交
通
費
補
助
制
度

保
護
者
の
負
担
軽
減
を

問

　平
成
28
年
度
第
４
回
定

例
会
で
、
小
中
学
校
の
交
通

費
に
関
す
る
陳
情
が
賛
成
多

数
で
了
承
さ
れ
た
。
子
育
て

支
援
策
と
し
て
、
経
済
的
負

担
の
格
差
解
消
か
ら
も
、
通

学
の
交
通
費
補
助
制
度
の
創

設
は
出
来
な
い
か
。

教
育
部
長

　遠
距
離
通
学
の

国
の
補
助
事
業
の
基
準
が
、

小
学
生
４
キ
ロ
以
上
、
中
学

生
６
キ
ロ
以
上
の
児
童
・
生

徒
と
な
っ
て
お
り
、
本
市
に

は
、
こ
の
国
基
準
に
該
当
す

る
児
童
・
生
徒
は
い
な
い
の

で
、補
助
す
る
考
え
は
な
い
。

　
※
こ
の
他
に
、
放
射
能
対
策

と
防
災
対
策
、
休
日
・
夜
間

診
療
、
福
祉
会
館
と
市
社
会

福
祉
協
議
会
の
指
定
管
理
、

市
営
桜
山
住
宅
整
備
と
周
辺

整
備
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。

    無償貸与の現場    

一
般
質
問
の
要
旨

！

！

ha

一
日
5
分
の
渋
滞
解
消
で

年
間
約
30
時
間
が
有
効
に！

東
逗
子
駅
周
辺
は
逗
子
市
の

二
つ
目
の
中
心
街
に
な
る

平成29年 9月１日　　第１３８号平成29年 9月１日　　第１３８号

来
賓
席
か
ら
の
撮
影
動
画
を
販
売

議
員
の
不
祥
事
は
許
せ
な
い
行
為

日
本
共
産
党
逗
子
市
議
会
議
員
団

　岩室

　年治

　議員

無
会
派

　毛呂

　武史

　議員

市
が
緊
急
財
政
対
策
本
部
設
置
！

最
大
７
・
５
億
円
の
歳
入
不
足
！



9 ず し 市 議 会 だ よ り 8ず し 市 議 会 だ よ り

一
般
質
問
の
要
旨

市
民
が
望
む
の
は
現
状
維
持
で
は

な
い
！
希
望
の
持
て
る

　子
へ！

自
民
党
逗
子
市
議
団

　八木
野

　太郎

　議員

は
か
な
り
難
し
い
の
が
、
現

実
で
あ
り
、
改
善
が
進
ん
で

い
な
い
の
は
指
摘
の
と
お
り

で
あ
る
。
既
に
「
歩
行
者
と

自
転
車
を
優
先
す
る
ま
ち
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」を
作
成
し
、

自
動
車
か
ら
公
共
交
通
、
あ

る
い
は
徒
歩
、
自
転
車
へ
の

誘
導
と
い
う
こ
と
で
、
交
通

環
境
の
快
適
性
の
向
上
を
目

指
す
。

「
市
民
の
た
め
」
の
総
合

的
病
院
が
大
前
提！

問

　市
民
が
求
め
る
病
院

は
、
診
療
所
等
に
は
な
い
高

度
な
施
設
や
検
査
機
器
に
よ

る
診
察
が
市
民
な
ら
誰
で

も
、
い
つ
で
も
分
け
隔
て
な

く
受
け
ら
れ
る
施
設
で
あ

る
。
市
長
の
考
え
を
聞
き
た

い
。

市
長

　当
然
市
民
が
求
め
る

医
療
機
能
を
備
え
、
一
次
救

急
の
補
完
を
含
め
て
、
二
次

救
急
と
し
て
の
体
制
を
作
っ

て
、
救
急
医
療
の
充
実
を
目

指
し
た
い
。
ま
た
、
通
院
患

渋
滞
解
消
こ
そ
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン！

問

　住
み
や
す
い
ま
ち
を
目

指
す
本
市
に
お
い
て
、
交
通

渋
滞
は
市
民
に
と
っ
て
大
き

な
経
済
損
失
で
あ
り
、
高
齢

者
等
に
と
っ
て
も
路
線
バ
ス

の
定
時
運
行
は
大
変
重
要
で

あ
る
。
本
市
交
通
計
画
や
都

市
計
画
道
路
の
見
直
し
方
針

を
策
定
し
た
が
、
改
善
の
実

感
が
な
い
。
渋
滞
対
策
の
対

応
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

市
長

　道
路
の
ハ
ー
ド
整
備

者
の
利
便
性
を
図
る
と
い
う

こ
と
で
、
地
域
の
診
療
所
と

の
病
診
連
携
と
い
う
観
点

で
、
今
後
、
地
域
連
携
の
検

討
会
等
で
も
協
議
が
進
む
中

で
、
地
域
医
療
の
充
実
に
貢

献
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　子
な
ら
で
は
の
実
践

的
な
英
語
教
育
を！ 

問

　国
際
競
争
力
の
対
策
と

し
て
小
学
校
で
も
英
語
教
育

が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
池
子

米
軍
住
宅
内
の
小
学
校
と
の

交
流
等
、
生
の
英
語
と
接
す

る
こ
と
で
英
語
学
力
強
化
に

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

教
育
長

　池
子
米
軍
住
宅
の

小
学
校
と
の
交
流
に
つ
い
て

は
、
教
育
課
程
の
時
間
内
で

の
活
動
は
厳
し
い
が
、
何
か

し
ら
の
接
点
が
持
て
る
よ
う

各
学
校
と
検
討
し
て
い
く
。

※
こ
の
他
に
、行
財
政
改
革
、

ご
み
処
理
の
自
治
体
間
連
携

に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。

財政危機にひんした逗子市

！！

統
一
的
基
準
で
示
し
た
地
方

公
会
計
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
公
表

し
た
。複
式
簿
記
を
導
入
し

事
業
の
評
価
を
行
い
、
財
政

の
無
駄
削
減
に
大
き
な
効
果

を
発
揮
し
た
自
治
体
も
あ

る
。
本
市
に
こ
の
制
度
を
導

入
す
る
考
え
は
な
い
か
。

経
営
企
画
部
長

　統
一
的
基

準
に
よ
る
財
務
諸
表
の
利
用

で
、
資
産
の
評
価
が
現
実
に

即
し
た
も
の
に
な
る
。
本
市

も
今
年
度
中
に
財
務
諸
表
を

作
成
し
、
そ
の
後
、
具
体
的

な
活
用
方
法
に
つ
い
て
検
討

を
し
て
い
く
。

東

　子
駅
周
辺
の
開
発

人
口
増
加
の
起
爆
剤
に

問

　東

　子
駅
前
用
地
活
用

事
業
に
つ
い
て
の
検
討
が
始

ま
り
、
地
元
住
民
は
大
変
期

待
を
し
て
い
る
。
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事

業
と
し
て
実
施
し
、
民
間
資

金
を
活
用
す
る
に
は
、
ソ
フ

ト
面
に
加
え
、
ハ
ー
ド
面
も

整
備
し
、
新
し
い
人
を
呼
び

込
み
、
更
に
バ
ス
路
線
を
拡

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
健
康
革
命

未
病
セ
ン
タ
ー
も
盛
況

問

　国
民
健
康
保
険
加
入
者

の
特
定
健
診
受
診
状
況
な
ど

の
デ
ー
タ
分
析
を
行
い
、
本

市
の
特
性
に
合
っ
た
保
健
事

業
を
展
開
し
、
市
民
の
健
康

寿
命
の
延
伸
及
び
医
療
費
の

適
正
化
を
目
指
す
、
市
デ
ー

タ
ヘ
ル
ス
計
画
が
策
定
さ
れ

た
。
今
後
、
ど
の
よ
う
に
活

用
し
て
い
く
の
か
。

福
祉
部
長

　デ
ー
タ
ヘ
ル
ス

計
画
に
特
定
健
康
診
査
等
実

施
計
画
が
盛
り
込
ま
れ
る

が
、
例
え
ば
特
定
健
診
の
受

診
率
な
ど
の
デ
ー
タ
を
も
と

に
、
し
っ
か
り
と
し
た
実
施

計
画
の
目
標
を
設
定
し
て
い

く
。

民
間
と
同
じ
新
公
会
計

財
政
の
ム
ダ
削
減
を
！！
　

問

　総
務
省
は
全
国
の
自
治

体
に
、
２
０
１
７
年
度
ま
で

に
複
式
簿
記
の
導
入
等
を
求

め
る
通
知
を
出
し
、
併
せ
て

財
務
諸
表
の
作
成
手
順
等
を

充
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

市
長

　東

　子
全
体
を
い
か

に
活
性
化
さ
せ
る
か
。
総
合

的
病
院
の
開
設
、
三
浦
半
島

中
央
道
の
延
伸
、
バ
ス
路
線

の
拡
充
な
ど
一
歩
一
歩
進
め

て
い
け
ば
、
人
の
流
れ
も
変

わ
り
、
東

　子
の
大
き
な
発

展
が
期
待
で
き
る
。
し
っ
か

り
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

※
こ
の
他
に
、空
き
家
対
策
、

食
品
ロ
ス
に
つ
い
て
の
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

適
応
指
導
教
室「
な
ぎ
さ
」

水
ぶ
く
れ
し
た
歳
出
削

減
が
根
本
的
解
決
策
！

問

　以
前
よ
り
、
財
政
調
整

基
金
の
残
高
に
つ
い
て
指
摘

し
て
き
た
が
、
現
実
の
問
題

に
な
っ
た
。
緊
急
財
政
対
策

で
、
事
業
の
見
直
し
に
取
り

組
ん
で
い
く
と
、
当
然
市
民

生
活
に
影
響
が
で
る
と
思
う

が
、
考
え
を
伺
い
た
い
。

市
長

　事
業
の
統
廃
合
を
含

め
、
現
在
実
施
し
て
い
る
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
廃
止
、
若
し

く
は
減
ら
す
こ
と
は
、
よ
ほ

ど
の
合
理
性
が
な
い
と
難
し

い
。
た
だ
、
危
機
的
状
況
の

な
か
で
、
市
民
に
も
負
担
を

強
い
る
状
況
が
予
測
さ
れ

る
。
昨
年
か
ら
職
員
の
時
間

外
削
減
を
進
め
て
い
る
が
、

今
年
度
は
昨
年
以
上
に
削
減

を
図
り
、
市
長
と
し
て
身
を

切
る
覚
悟
で
取
り
組
む
。

国
保
保
険
料
値
上
げ
の

前
に
す
べ
き
こ
と

問

　レ
セ
プ
ト
や
特
定
健
康

診
査
等
の
デ
ー
タ
分
析
に
基

づ
い
た
、
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計

画
は
科
学
的
で
あ
る
。
国
民

健
康
保
険
事
業
の
歳
出
の

61
％
程
度
を
占
め
る
保
険
給

付
費
削
減
の
た
め
、
こ
の
計

画
の
有
効
活
用
及
び
削
減
目

標
を
設
定
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

市
長

　医
療
費
削
減
に
つ
い

て
は
、
地
道
な
予
防
対
策
や

未
病
セ
ン
タ
ー
も
含
め
た
取

り
組
み
が
第
一
で
あ
る
。
特

に
重
症
化
予
防
に
対
し
て
、

こ
の
計
画
を
積
極
的
に
活
用

し
て
い
き
た
い
。

福
祉
部
長

　削
減
数
値
に
つ

い
て
は
、
他
市
町
村
等
を
参

考
に
検
討
す
る
。

科
学
的
根
拠
に
基
づ
い

た
教
育
政
策
を

　

問

　日
本
の
教
育
に
必
要
な

の
は
、
科
学
的
な
根
拠
と
な

る
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
検
証

と
実
践
で
あ
る
が
、
こ
の
財

政
状
況
の
な
か
、
本
市
の
教

育
施
策
に
ど
う
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
。

教
育
長

　科
学
的
根
拠
と
な

る
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
教
育

を
実
践
、
改
善
し
て
い
く
こ

と
は
、
大
事
な
こ
と
で
あ
る

が
、
財
政
状
況
を
勘
案
し
な

が
ら
施
策
の
検
討
も
必
要
で

あ
る
。
今
後
も
、
各
学
校
が

実
践
、
検
証
を
重
ね
そ
の
結

果
を
共
有
し
、
本
市
の
学
校

教
育
の
質
の
向
上
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

※
こ
の
他
に
、
国
有
財
産
買

取
り
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。

市
立
小
学
校
卒
業
式

財
政
見
通
し
の
甘
さ
反
省
す
べ
き

将
来
の
財
政
健
全
化
を
目
指
せ
！！

公
明
党

　田幡

　智子

　議員

子
供
と
保
護
者
も
憤
慨

販
売
問
題
の
再
調
査
を

問

　
　子
小
学
校
卒
業
式
動

画
Ｄ
Ｖ
Ｄ
販
売
問
題
に
つ
い

て
①
議
員
が
行
っ
た
来
賓
席

か
ら
の
撮
影
が
式
典
の
進
行

の
妨
げ
に
な
っ
た
。
②
撮
影

動
画
が
学
校
長
等
の
許
可
、

保
護
者
の
同
意
な
く
販
売
さ

れ
た
。③
再
調
査
の
必
要
性
、

以
上
３
点
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　

教
育
長

　①
厳
粛
で
清
新
な

気
分
を
味
わ
う
卒
業
式
と
な

る
よ
う
、
来
賓
等
に
も
ご
理

解
い
た
だ
く
内
容
で
あ
る
。

②
個
人
の
同
意
な
く
個
人
情

報
が
拡
散
さ
れ
る
こ
と
は
不

適
切
な
行
為
で
あ
る
。
③
今

後
の
推
移
を
見
守
り
な
が
ら

対
応
し
て
い
く
。

財
政
破
綻
回
避
の
た
め

池
子
公
園
整
備
凍
結
を

問

　池
子
の
森
自
然
公
園
の

維
持
管
理
費
の
市
負
担
分
は

毎
年
約
２
５
０
０
万
円
、
加

え
て
30
年
度
以
降
の
整
備
事

業
費
に
約
４
億
円
が
必
要
に

な
る
。
国
の
防
衛
補
助
が
あ

る
が
、
本
市
に
与
え
る
負
担

は
大
き
い
。
深
刻
な
財
政
状

況
に
あ
り
、
厳
し
い
判
断
を

求
め
ら
れ
て
い
る
中
、
来
年

度
以
降
の
公
園
整
備
事
業
は

当
面
凍
結
す
べ
き
で
あ
る
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

市
長

　財
政
状
況
は
厳
し
い

も
の
で
あ
る
が
、
公
園
整
備

を
着
実
に
進
め
る
こ
と
に
よ

り
返
還
へ
の
道
筋
が
見
え
て

く
る
も
の
と
理
解
し
て
お

り
、
出
来
る
範
囲
で
整
備
を

進
め
て
い
く
。

通
学
交
通
費
補
助
制
度

保
護
者
の
負
担
軽
減
を

問

　平
成
28
年
度
第
４
回
定

例
会
で
、
小
中
学
校
の
交
通

費
に
関
す
る
陳
情
が
賛
成
多

数
で
了
承
さ
れ
た
。
子
育
て

支
援
策
と
し
て
、
経
済
的
負

担
の
格
差
解
消
か
ら
も
、
通

学
の
交
通
費
補
助
制
度
の
創

設
は
出
来
な
い
か
。

教
育
部
長

　遠
距
離
通
学
の

国
の
補
助
事
業
の
基
準
が
、

小
学
生
４
キ
ロ
以
上
、
中
学

生
６
キ
ロ
以
上
の
児
童
・
生

徒
と
な
っ
て
お
り
、
本
市
に

は
、
こ
の
国
基
準
に
該
当
す

る
児
童
・
生
徒
は
い
な
い
の

で
、補
助
す
る
考
え
は
な
い
。

　
※
こ
の
他
に
、
放
射
能
対
策

と
防
災
対
策
、
休
日
・
夜
間

診
療
、
福
祉
会
館
と
市
社
会

福
祉
協
議
会
の
指
定
管
理
、

市
営
桜
山
住
宅
整
備
と
周
辺

整
備
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。

    無償貸与の現場    

一
般
質
問
の
要
旨

！

！

ha

一
日
5
分
の
渋
滞
解
消
で

年
間
約
30
時
間
が
有
効
に！

東
逗
子
駅
周
辺
は
逗
子
市
の

二
つ
目
の
中
心
街
に
な
る

平成29年 9月１日　　第１３８号平成29年 9月１日　　第１３８号

来
賓
席
か
ら
の
撮
影
動
画
を
販
売

議
員
の
不
祥
事
は
許
せ
な
い
行
為

日
本
共
産
党
逗
子
市
議
会
議
員
団

　岩室

　年治

　議員

無
会
派

　毛呂

　武史

　議員

市
が
緊
急
財
政
対
策
本
部
設
置
！

最
大
７
・
５
億
円
の
歳
入
不
足
！



11 ず し 市 議 会 だ よ り 10ず し 市 議 会 だ よ り

一
般
質
問
の
要
旨

持
続
可
能
な
自
治
体
を
め
ざ
す

　
子
！
広
域
行
政
は
不
可
避
！！

　

公
明
党

　田中

　英一
郎

　議員

県
道
横
須
賀
逗
子
線
子
供
た
ち
を
守
る
安
全
整
備
を

母
子
避
難
所
で
妊
産
婦

と
乳
幼
児
を
守
る
！

問

　通
常
の
避
難
所
で
は
、

乳
幼
児
を
連
れ
た
お
母
さ
ん

に
「
夜
泣
き
が
う
る
さ
く
、

他
の
避
難
者
に
迷
惑
が
か
か

る
」
な
ど
の
苦
情
が
寄
せ
ら

れ
る
。
昨
年
第
４
回
定
例
会

で
、
独
立
し
た
母
子
避
難
所

の
設
置
の
検
討
を
要
望
し
た

が
、
そ
の
後
の
検
討
状
況
は

ど
う
か
。

市
長

　現
在
、
受
入
れ
場

所
、助
産
師
や
保
健
師
と
の

連
携
、
必
要
備
品
の
整
備

な
ど
を
検
討
し
て
お
り
、
こ

う
し
た
問
題
点
が
解
決
さ
れ

適
切
な
避
難
場
所
の
め
ど
が

立
っ
た
後
に
、
母
子
避
難
所

の
指
定
を
進
め
て
い
く
。

監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
で

　

防
犯
と
事
件
解
決
へ

問

　以
前
、
小
坪
地
域
で
ス

ト
ー
カ
ー
に
よ
る
痛
ま
し
い

事
件
が
あ
っ
た
。
最
近
で
は

オ
レ
オ
レ
詐
欺
か
ら
強
盗
未

遂
に
発
展
す
る
事
件
も
あ

り
、
防
犯
と
早
期
事
件
解
決

の
手
段
の
観
点
か
ら
、
行
政

の
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ

い
て
伺
う
。

市
長

　今
年
度
、
県
の
補
助

制
度
を
受
け
市
と
し
て
の
補

助
制
度
を
制
定
し
て
、
自
治

会
か
ら
要
望
の
あ
っ
た
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
事
業
を
実
施

す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
要
望
に

的
確
に
対
応
す
る
も
の
で
、

今
の
と
こ
ろ
、
市
が
主
体
的

に
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る

こ
と
を
検
討
し
て
い
な
い
。

乳
幼
児
を
突
然
死
・
窒

息
・
誤
飲
か
ら
守
る
！

問

　乳
幼
児
突
然
死
症
候
群

（
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）
、
う
つ
伏
せ

寝
に
よ
る
窒

息
や
プ
チ
ト

マ
ト
の
誤
飲

に
よ
る
事
故

な
ど
、
保
育

園
児
の
事
故

を
防
ぐ
た
め

の
安
全
対
策

を
伺
う
。

教
育
部
担
当
部
長

　Ｓ
Ｉ
Ｄ

Ｓ
に
つ
い
て
は
、
認
可
の
際

に
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
の
提
出
を
求
め
、
最
低

10
分
に
１
回
の
状
況
確
認
と

記
録
を
義
務
付
け
て
お
り
、

う
つ
伏
せ
寝
は
、
各
園
と
も

特
別
な
事
情
が
な
い
限
り
禁

止
し
て
い
る
。
誤
飲
に
つ
い

て
は
、
昨
年
、
各
園
に
誤
飲

の
可
能
性
の
あ
る
食
品
や
大

き
さ
等
の
情
報
提
供
を
し

た
。

※
こ
の
他
に
、
ス
ポ
ー
ツ
、

健
康
・
長
寿
、
ふ
る
さ
と
納

税
、
水
道
光
熱
費
、
独
立
の

日
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。

て
い
る
会
館
は
、
今
後
、
建

替
え
で
は
会
館
機
能
を
な
く

す
方
針
と
し
て
い
る
が
、
一

方
、
総
合
計
画
で
は
、
地
域

の
人
た
ち
が
集
え
る
場
所
と

し
て
、
ふ
れ
あ
い
活
動
の
拠

点
整
備
を
掲
げ
て
お
り
、
矛

盾
し
て
い
る
と
思
う
が
、
如

何
か
。

市
長

　老
朽
化
し
た
消
防
分

団
を
速
や
か
に
建
替
え
て
、

地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
る

た
め
に
は
、
限
ら
れ
た
財
源

の
中
で
消
防
分
団
の
機
能
を

優
先
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
な
お
、
消
防
第
２
分
団

の
建
替
え
に
当
た
っ
て
は
、

地
元
と
調
整
し
従
前
行
わ
れ

て
い
た
活
動
に
で
き
る
だ
け

支
障
の
な
い
よ
う
対
応
し
て

広
域
行
政
の
推
進
を

問

　財
政
の
危
機
的
状
況

の
中
、
本
市
の
自
治
体
運
営

は
抜
本
的
見
直
し
を
迫
ら
れ

て
い
る
。
自
治
体
の
境
界
を

越
え
て
、
他
市
町
村
と
連
携
、

協
力
す
る
広
域
行
政
を
今
こ

そ
推
進
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

市
長

　広
域
に
お
い
て
効
率

的
に
事
務
処
理
を
行
っ
て
い

く
こ
と
の
必
要
性
は
、
認
識

し
て
い
る
。
葉
山
町
と
は
、

　葉
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
の

運
営
、
医
療
・
福
祉
等
の
共

同
事
業
や
協
議
会
に
お
け
る

地
域
医
療
体
制
の
強
化
の
取

組
み
及
び
ご
み
処
理
の
連
携

も
進
め
る
。
ま
た
、
三
浦
半

島
地
域
で
も
、
観
光
を
中
心

と
し
た
広
域
的
な
連
携
に
取

組
ん
で
い
る
。
今
後
と
も
、

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
、
進
め

て
い
き
た
い
。

会
館
機
能
の
廃
止
は

市
民
活
動
の
後
退

問

　消
防
分
団
に
併
設
さ
れ

    無償貸与の現場    
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一
般
質
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旨

！
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い
く
。
ま
た
、
地
域
の
拠
点

拡
充
に
努
力
し
て
い
く
。

路
面
下
空
洞
調
査
で
道

路
陥
没
事
故
を
防
げ

問

　市
民
生
活
に
お
い
て

も
、
ま
た
災
害
時
に
お
い
て

も
道
路
の
適
切
な
維
持
管
理

は
大
変
重
要
で
あ
る
。
大
小

こ
そ
あ
れ
、
道
路
の
陥
没
は

各
地
で
頻
発
し
て
い
る
が
、

調
査
実
施
は
如
何
か
。

市
長

　調
査
の
重
要
性
は
認

識
し
て
お
り
、
現
在
課
題
と

し
て
調
査
研
究
を
す
す
め
て

い
る
が
、
今
の
財
政
状
況
で

は
、
新
規
事
業
に
取
り
組
む

の
は
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

今
後
と
も
検
討
を
進
め
る
。

※
こ
の
他
に
、

踏
切
事
故
対

策
、
通
学
路
の

安
全
確
保
、
動

物
と
の
共
生
社

会
に
つ
い
て
の

質
問
が
あ
り
ま

し
た
。

地
震
で
助
か
っ
て
も
避
難
所
で
病

気
に
な
っ
た
の
で
は
意
味
が
な
い

自
民
党
逗
子
市
議
団

　

 

丸
山

　治章

　議員

経
営
企
画
部
長

　日
常
的
な

点
検
・
診
断
あ
る
い
は
長
寿

命
化
の
対
応
も
計
画
的
に
行

っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
で

き
る
だ
け
コ
ス
ト
を
か
け
な

い
形
で
の
取
り
組
み
を
研
究

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

人
口
の
現
状
維
持
へ

　
　

移
住
定
住
施
策
の
推
進

問

　重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

子
育
て
し
た
い
ま
ち
を
位
置

付
け
、
教
育
環
境
や
子
育
て

支
援
策
の
充
実
に
取
り
組
ん

で
い
る
が
、
人
口
減
少
を
防

ぎ
、
移
住
定
住
を
促
進
す
る

た
め
に
も
、

　子
の
魅
力
を

市
内
・
市
外
に
情
報
発
信
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
今

後
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
伺
う
。

経
営
企
画
部
長

　例
え
ば
、

実
際
に
移
住
し
た
方
の
意
見

な
ど
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
た
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
情
報
発
信

に
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
を
上
手
に

活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
な

公
共
施
設
等
の
老
朽
化

対
策

　大
き
な
課
題

問

　公
共
施
設
の
老
朽
化
が

進
む
中
、
公
共
施
設
等
の
総

合
的
か
つ
計
画
的
な
管
理
を

推
進
す
る
た
め
、
市
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
が
策
定

さ
れ
た
。
こ
の
計
画
で
、
将

来
40
年
間
の
修
繕
、更
新
に

総
額
５
５
５
・
４
億
円
も
の

コ
ス
ト
試
算
が
さ
れ
て
い

る
。長
寿
命
化
を
図
る
た
め

計
画
的
な
修
繕
、
更
新
を
行

い
、
ま
た
実
施
時
期
の
分
散

を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。老朽化が進む高齢者センター

救急受診アプリ　Q助

ど
、
充
実
さ
せ
て
い
く
。

児
童
・
生
徒
の
命
を
守
る

防
災
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

問

　昨
年
の
定
例
会
に
お
い

て
、
小
中
学
校
へ
の
防
災
ヘ

ル
メ
ッ
ト
の
配
備
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
財
政
面
も
含
め

て
検
討
す
る
と
い
う
答
弁
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
検
討

状
況
を
伺
う
。
ま
た
、
市
の

財
政
負
担
が
な
け
れ
ば
、
防

災
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
導
入
は
可

能
で
あ
る
か
。

教
育
長

　防
災
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
有
効
性
は
認
識
し
て
い
る

が
、
県
内
に
お
い
て
公
費
で

整
備
し
て
い
る
自
治
体
は
な

く
、
本
市
も
財
政
状
況
等
か

ら
困
難
で
あ
る
。
費
用
に
つ

い
て
、
各
学
校
で
保
護
者
の

方
々
と
話
合
い
を
す
る
こ
と

は
可
能
で
あ
る
。

※
こ
の
他
に
、
地
域
活
性

化
、
市
営
住
宅
の
空
き
駐
車

場
の
活
用
に
つ
い
て
の
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

市
民
が
安
全
・
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

市
政
ク
ラ
ブ

　匂坂

　祐二

　議員

い
く
。
ま
た
、
呼
称
を
柏
原

の
地
名
を
付
し
て
運
用
し
て

い
く
。

ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る

の
か
、
防
災
対
策

問

　地
域
防
災
計
画
の
進
捗

状
況
及
び
要
援
護
者
の
支
援

体
制
の
充
実
状
況
に
つ
い
て

確
認
し
た
い
。

市
長

　地
域
防
災
計
画
の
改

定
を
は
じ
め
、
防
災
資
機
材

や
食
料
等
の
備
蓄
、
津
波
避

難
経
路
の
整
備
や
表
示
等
緊

急
性
の
高
い
防
災
対
策
を
優

先
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

経
営
企
画
部
長

　避
難
行
動

要
支
援
者
避
難
支
援
計
画
を

策
定
し
、
市
民
や
関
係
者
の

懇
話
会
開
催
等
を
実
施
。
対

象
者
の
把
握
が
進
む
な
か
、

各
組
織
の
実
情
に
合
わ
せ
対

応
し
て
い
る
。

※
こ
の
他
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
へ
の
準
備
、
地
元
企
業
の

育
成
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。

で
の
本
格
開
園
の
時
期
は
い

つ
に
な
る
の
か
。
ま
た
、
名

称
は
、
ど
う
な
る
の
か
。

市
長

　多
く
の
市
民
が
利
用

し
た
い
と
い
う
希
望
は
承
知

し
て
い
る
。
今
年
度
は
、
専

門
家
や
見
守
り
サ
ポ
ー
タ
ー

の
方
々
の
協
力
で
管
理
運
営

の
組
織
化
を
進
め
る
。
今
後

は
、
開
園
日
数
や
入
場
者
数

等
の
課
題
を
整
理
す
る
必
要

が
あ
り
、
自
然
環
境
と
ど
う

共
存
で
き
る
か
、
検
証
も
必

要
で
あ
る
た
め
、
本
格
開
園

の
時
期
は
慎
重
に
検
討
し
て

高
齢
社
会
の
シ
ル
バ
ー

パ
ワ
ー
活
用
策
は
！

問

　高
齢
者
の
多
く
は
今
後

も
社
会
で
の
活
躍
が
見
込
ま

れ
る
。
公
務
員
の
定
年
に
つ

い
て
も
見
直
す
準
備
が
、
市

政
運
営
に
必
要
で
は
な
い

か
。

市
長

　現
在
は
、
地
方
公
務

員
法
に
よ
り
定
年
、
雇
用
等

が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
一
方

で
は
、
長
い
経
験
を
積
ん
で

知
識
豊
富
な
職
員
の
勤
務
継

続
は
、
市
に
は
大
き
な
メ
リ

ッ
ト
で
あ
り
、定
年
退
職
後
、

再
任
用
等
で
職
務
に
従
事
し

て
い
る
。
今
後
の
定
年
延
長

を
見
通
し
、
人
事
制
度
設
計

を
検
討
し
て
い
く
。

ど
う
な
る
？
「
柏
原
の
里

自
然
公
園
」

問

　緑
地
エ
リ
ア
に
つ
い

て
、
多
く
の
市
民
が
憩
い
の

場
所
と
し
て
、
自
由
に
散
歩

し
た
り
、
子
ど
も
を
遊
ば
せ

た
り
し
よ
う
と
期
待
し
て
い

る
が
、
一
定
の
ル
ー
ル
の
基

き
び
し
い
財
政
状
況
の
中
、
高
齢

社
会
に
ど
う
取
り
組
む
の
か

自
民
党
逗
子
市
議
団

　眞下

　政次

　議員

本格開園が楽しみ
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一
般
質
問
の
要
旨

持
続
可
能
な
自
治
体
を
め
ざ
す

　
子
！
広
域
行
政
は
不
可
避
！！

　

公
明
党

　田中

　英一
郎

　議員

県
道
横
須
賀
逗
子
線
子
供
た
ち
を
守
る
安
全
整
備
を

母
子
避
難
所
で
妊
産
婦

と
乳
幼
児
を
守
る
！

問

　通
常
の
避
難
所
で
は
、

乳
幼
児
を
連
れ
た
お
母
さ
ん

に
「
夜
泣
き
が
う
る
さ
く
、

他
の
避
難
者
に
迷
惑
が
か
か

る
」
な
ど
の
苦
情
が
寄
せ
ら

れ
る
。
昨
年
第
４
回
定
例
会

で
、
独
立
し
た
母
子
避
難
所

の
設
置
の
検
討
を
要
望
し
た

が
、
そ
の
後
の
検
討
状
況
は

ど
う
か
。

市
長

　現
在
、
受
入
れ
場

所
、助
産
師
や
保
健
師
と
の

連
携
、
必
要
備
品
の
整
備

な
ど
を
検
討
し
て
お
り
、
こ

う
し
た
問
題
点
が
解
決
さ
れ

適
切
な
避
難
場
所
の
め
ど
が

立
っ
た
後
に
、
母
子
避
難
所

の
指
定
を
進
め
て
い
く
。

監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
で

　

防
犯
と
事
件
解
決
へ

問

　以
前
、
小
坪
地
域
で
ス

ト
ー
カ
ー
に
よ
る
痛
ま
し
い

事
件
が
あ
っ
た
。
最
近
で
は

オ
レ
オ
レ
詐
欺
か
ら
強
盗
未

遂
に
発
展
す
る
事
件
も
あ

り
、
防
犯
と
早
期
事
件
解
決

の
手
段
の
観
点
か
ら
、
行
政

の
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ

い
て
伺
う
。

市
長

　今
年
度
、
県
の
補
助

制
度
を
受
け
市
と
し
て
の
補

助
制
度
を
制
定
し
て
、
自
治

会
か
ら
要
望
の
あ
っ
た
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
事
業
を
実
施

す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
要
望
に

的
確
に
対
応
す
る
も
の
で
、

今
の
と
こ
ろ
、
市
が
主
体
的

に
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る

こ
と
を
検
討
し
て
い
な
い
。

乳
幼
児
を
突
然
死
・
窒

息
・
誤
飲
か
ら
守
る
！

問

　乳
幼
児
突
然
死
症
候
群

（
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）
、
う
つ
伏
せ

寝
に
よ
る
窒

息
や
プ
チ
ト

マ
ト
の
誤
飲

に
よ
る
事
故

な
ど
、
保
育

園
児
の
事
故

を
防
ぐ
た
め

の
安
全
対
策

を
伺
う
。

教
育
部
担
当
部
長

　Ｓ
Ｉ
Ｄ

Ｓ
に
つ
い
て
は
、
認
可
の
際

に
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
の
提
出
を
求
め
、
最
低

10
分
に
１
回
の
状
況
確
認
と

記
録
を
義
務
付
け
て
お
り
、

う
つ
伏
せ
寝
は
、
各
園
と
も

特
別
な
事
情
が
な
い
限
り
禁

止
し
て
い
る
。
誤
飲
に
つ
い

て
は
、
昨
年
、
各
園
に
誤
飲

の
可
能
性
の
あ
る
食
品
や
大

き
さ
等
の
情
報
提
供
を
し

た
。

※
こ
の
他
に
、
ス
ポ
ー
ツ
、

健
康
・
長
寿
、
ふ
る
さ
と
納

税
、
水
道
光
熱
費
、
独
立
の

日
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。

て
い
る
会
館
は
、
今
後
、
建

替
え
で
は
会
館
機
能
を
な
く

す
方
針
と
し
て
い
る
が
、
一

方
、
総
合
計
画
で
は
、
地
域

の
人
た
ち
が
集
え
る
場
所
と

し
て
、
ふ
れ
あ
い
活
動
の
拠

点
整
備
を
掲
げ
て
お
り
、
矛

盾
し
て
い
る
と
思
う
が
、
如

何
か
。

市
長

　老
朽
化
し
た
消
防
分

団
を
速
や
か
に
建
替
え
て
、

地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
る

た
め
に
は
、
限
ら
れ
た
財
源

の
中
で
消
防
分
団
の
機
能
を

優
先
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
な
お
、
消
防
第
２
分
団

の
建
替
え
に
当
た
っ
て
は
、

地
元
と
調
整
し
従
前
行
わ
れ

て
い
た
活
動
に
で
き
る
だ
け

支
障
の
な
い
よ
う
対
応
し
て

広
域
行
政
の
推
進
を

問

　財
政
の
危
機
的
状
況

の
中
、
本
市
の
自
治
体
運
営

は
抜
本
的
見
直
し
を
迫
ら
れ

て
い
る
。
自
治
体
の
境
界
を

越
え
て
、
他
市
町
村
と
連
携
、

協
力
す
る
広
域
行
政
を
今
こ

そ
推
進
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

市
長

　広
域
に
お
い
て
効
率

的
に
事
務
処
理
を
行
っ
て
い

く
こ
と
の
必
要
性
は
、
認
識

し
て
い
る
。
葉
山
町
と
は
、

　葉
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
の

運
営
、
医
療
・
福
祉
等
の
共

同
事
業
や
協
議
会
に
お
け
る

地
域
医
療
体
制
の
強
化
の
取

組
み
及
び
ご
み
処
理
の
連
携

も
進
め
る
。
ま
た
、
三
浦
半

島
地
域
で
も
、
観
光
を
中
心

と
し
た
広
域
的
な
連
携
に
取

組
ん
で
い
る
。
今
後
と
も
、

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
、
進
め

て
い
き
た
い
。

会
館
機
能
の
廃
止
は

市
民
活
動
の
後
退

問

　消
防
分
団
に
併
設
さ
れ
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い
く
。
ま
た
、
地
域
の
拠
点

拡
充
に
努
力
し
て
い
く
。

路
面
下
空
洞
調
査
で
道

路
陥
没
事
故
を
防
げ

問

　市
民
生
活
に
お
い
て

も
、
ま
た
災
害
時
に
お
い
て

も
道
路
の
適
切
な
維
持
管
理

は
大
変
重
要
で
あ
る
。
大
小

こ
そ
あ
れ
、
道
路
の
陥
没
は

各
地
で
頻
発
し
て
い
る
が
、

調
査
実
施
は
如
何
か
。

市
長

　調
査
の
重
要
性
は
認

識
し
て
お
り
、
現
在
課
題
と

し
て
調
査
研
究
を
す
す
め
て

い
る
が
、
今
の
財
政
状
況
で

は
、
新
規
事
業
に
取
り
組
む

の
は
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

今
後
と
も
検
討
を
進
め
る
。

※
こ
の
他
に
、

踏
切
事
故
対

策
、
通
学
路
の

安
全
確
保
、
動

物
と
の
共
生
社

会
に
つ
い
て
の

質
問
が
あ
り
ま

し
た
。

地
震
で
助
か
っ
て
も
避
難
所
で
病

気
に
な
っ
た
の
で
は
意
味
が
な
い

自
民
党
逗
子
市
議
団

　

 

丸
山

　治章

　議員

経
営
企
画
部
長

　日
常
的
な

点
検
・
診
断
あ
る
い
は
長
寿

命
化
の
対
応
も
計
画
的
に
行

っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
で

き
る
だ
け
コ
ス
ト
を
か
け
な

い
形
で
の
取
り
組
み
を
研
究

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

人
口
の
現
状
維
持
へ

　
　

移
住
定
住
施
策
の
推
進

問

　重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

子
育
て
し
た
い
ま
ち
を
位
置

付
け
、
教
育
環
境
や
子
育
て

支
援
策
の
充
実
に
取
り
組
ん

で
い
る
が
、
人
口
減
少
を
防

ぎ
、
移
住
定
住
を
促
進
す
る

た
め
に
も
、

　子
の
魅
力
を

市
内
・
市
外
に
情
報
発
信
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
今

後
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
伺
う
。

経
営
企
画
部
長

　例
え
ば
、

実
際
に
移
住
し
た
方
の
意
見

な
ど
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
た
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
情
報
発
信

に
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
を
上
手
に

活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
な

公
共
施
設
等
の
老
朽
化

対
策

　大
き
な
課
題

問

　公
共
施
設
の
老
朽
化
が

進
む
中
、
公
共
施
設
等
の
総

合
的
か
つ
計
画
的
な
管
理
を

推
進
す
る
た
め
、
市
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
が
策
定

さ
れ
た
。
こ
の
計
画
で
、
将

来
40
年
間
の
修
繕
、更
新
に

総
額
５
５
５
・
４
億
円
も
の

コ
ス
ト
試
算
が
さ
れ
て
い

る
。長
寿
命
化
を
図
る
た
め

計
画
的
な
修
繕
、
更
新
を
行

い
、
ま
た
実
施
時
期
の
分
散

を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。老朽化が進む高齢者センター

救急受診アプリ　Q助

ど
、
充
実
さ
せ
て
い
く
。

児
童
・
生
徒
の
命
を
守
る

防
災
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

問

　昨
年
の
定
例
会
に
お
い

て
、
小
中
学
校
へ
の
防
災
ヘ

ル
メ
ッ
ト
の
配
備
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
財
政
面
も
含
め

て
検
討
す
る
と
い
う
答
弁
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
検
討

状
況
を
伺
う
。
ま
た
、
市
の

財
政
負
担
が
な
け
れ
ば
、
防

災
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
導
入
は
可

能
で
あ
る
か
。

教
育
長

　防
災
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
有
効
性
は
認
識
し
て
い
る

が
、
県
内
に
お
い
て
公
費
で

整
備
し
て
い
る
自
治
体
は
な

く
、
本
市
も
財
政
状
況
等
か

ら
困
難
で
あ
る
。
費
用
に
つ

い
て
、
各
学
校
で
保
護
者
の

方
々
と
話
合
い
を
す
る
こ
と

は
可
能
で
あ
る
。

※
こ
の
他
に
、
地
域
活
性

化
、
市
営
住
宅
の
空
き
駐
車

場
の
活
用
に
つ
い
て
の
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

市
民
が
安
全
・
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

市
政
ク
ラ
ブ

　匂坂

　祐二

　議員

い
く
。
ま
た
、
呼
称
を
柏
原

の
地
名
を
付
し
て
運
用
し
て

い
く
。

ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る

の
か
、
防
災
対
策

問

　地
域
防
災
計
画
の
進
捗

状
況
及
び
要
援
護
者
の
支
援

体
制
の
充
実
状
況
に
つ
い
て

確
認
し
た
い
。

市
長

　地
域
防
災
計
画
の
改

定
を
は
じ
め
、
防
災
資
機
材

や
食
料
等
の
備
蓄
、
津
波
避

難
経
路
の
整
備
や
表
示
等
緊

急
性
の
高
い
防
災
対
策
を
優

先
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

経
営
企
画
部
長

　避
難
行
動

要
支
援
者
避
難
支
援
計
画
を

策
定
し
、
市
民
や
関
係
者
の

懇
話
会
開
催
等
を
実
施
。
対

象
者
の
把
握
が
進
む
な
か
、

各
組
織
の
実
情
に
合
わ
せ
対

応
し
て
い
る
。

※
こ
の
他
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
へ
の
準
備
、
地
元
企
業
の

育
成
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。

で
の
本
格
開
園
の
時
期
は
い

つ
に
な
る
の
か
。
ま
た
、
名

称
は
、
ど
う
な
る
の
か
。

市
長

　多
く
の
市
民
が
利
用

し
た
い
と
い
う
希
望
は
承
知

し
て
い
る
。
今
年
度
は
、
専

門
家
や
見
守
り
サ
ポ
ー
タ
ー

の
方
々
の
協
力
で
管
理
運
営

の
組
織
化
を
進
め
る
。
今
後

は
、
開
園
日
数
や
入
場
者
数

等
の
課
題
を
整
理
す
る
必
要

が
あ
り
、
自
然
環
境
と
ど
う

共
存
で
き
る
か
、
検
証
も
必

要
で
あ
る
た
め
、
本
格
開
園

の
時
期
は
慎
重
に
検
討
し
て

高
齢
社
会
の
シ
ル
バ
ー

パ
ワ
ー
活
用
策
は
！

問

　高
齢
者
の
多
く
は
今
後

も
社
会
で
の
活
躍
が
見
込
ま

れ
る
。
公
務
員
の
定
年
に
つ

い
て
も
見
直
す
準
備
が
、
市

政
運
営
に
必
要
で
は
な
い

か
。

市
長

　現
在
は
、
地
方
公
務

員
法
に
よ
り
定
年
、
雇
用
等

が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
一
方

で
は
、
長
い
経
験
を
積
ん
で

知
識
豊
富
な
職
員
の
勤
務
継

続
は
、
市
に
は
大
き
な
メ
リ

ッ
ト
で
あ
り
、定
年
退
職
後
、

再
任
用
等
で
職
務
に
従
事
し

て
い
る
。
今
後
の
定
年
延
長

を
見
通
し
、
人
事
制
度
設
計

を
検
討
し
て
い
く
。

ど
う
な
る
？
「
柏
原
の
里

自
然
公
園
」

問

　緑
地
エ
リ
ア
に
つ
い

て
、
多
く
の
市
民
が
憩
い
の

場
所
と
し
て
、
自
由
に
散
歩

し
た
り
、
子
ど
も
を
遊
ば
せ

た
り
し
よ
う
と
期
待
し
て
い

る
が
、
一
定
の
ル
ー
ル
の
基

き
び
し
い
財
政
状
況
の
中
、
高
齢

社
会
に
ど
う
取
り
組
む
の
か

自
民
党
逗
子
市
議
団

　眞下

　政次

　議員

本格開園が楽しみ
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財
政
ひ
っ
迫
、
や
る
べ
き
こ
と
せ
ず

に
市
民
負
担
増
は
認
め
ら
れ
な
い
！

日
本
共
産
党
逗
子
市
議
会
議
員
団

　橋爪

　明子

　議員

よ
り一
層
の
業
務
の
効
率
化
を

発
想
の
転
換
と
効
率
化

　

業
務
見
直
し
で
残
業
削
減

問

　ひ
っ
迫
し
た
財
政
状
況

の
中
、
ま
ず
は
職
員
の
時
間

外
勤
務
を
半
減
化
し
、
更
に

事
業
の
縮
小
や
凍
結
等
に
取

り
組
む
考
え
は
あ
る
の
か
。

市
長

　ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
観
点
か
ら
も
時
間

外
勤
務
を
減
ら
す
こ
と
は
必

要
で
あ
る
。
28
年
度
か
ら
各

職
員
、
時
間
外
勤
務
の
具
体

的
な
削
減
目
標
を
設
定
し
、

削
減
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

経
営
企
画
部
長

　事
務
事
業

の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
市

民
生
活
に
与
え
る
影
響
度
、

緊
急
度
を
視
点
に
対
策
本
部

で
検
討
す
る
。

病
院
用
地
30
年
無
償
？

10
年
後
再
協
議
す
べ
き

問

　総
合
的
病
院
用
地
は
無

償
貸
与
と
し
て
い
る
が
、
財

源
が
ひ
っ
迫
し
、
今
後
の
税

収
の
増
加
が
見
込
め
な
い

中
、
将
来
に
わ
た
る
約
束
は

大
き
な
リ
ス
ク
を
伴
う
。
10

年
後
に
、
状
況
に
応
じ
た
見

直
し
が
で
き
る
よ
う
に
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

市
長

　無
償
貸
与
を
公
募
条

件
と
し
、
今
の
葵
会
に
決
定

し
た
経
緯
が
あ
る
。
建
設
コ

ス
ト
が
上
昇
し
、
医
師
の
確

保
や
安
定
し
た
医
療
を
担
う

た
め
、
土
地
の
無
償
貸
与
は

唯
一
の
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
で

あ
る
。
今
回
の
決
定
を
変
え

る
考
え
は
な
い
。

福
祉
部
長

　無
償
貸
与
の
期

間
は
、
30
年
間
を
想
定
し
て

い
る
。

適
正
な
繰
入
れ
継
続
し

国
保
料
値
上
げ
抑
制
を

問

　国
民
健
康
保
険
は
、
平

成
30
年
度
か
ら
都
道
府
県
単

位
化
に
よ
る
法
定
外
繰
入
れ

廃
止
な
ど
で
保
険
料
の
大
幅

値
上
げ
が
予
想
さ
れ
る
が
、

市
は
保
険
料
の
負
担
緩
和
の

繰
入
れ
は
認
め
て
い
る
。
法

定
外
繰
入
れ
を
継
続
し
、
保

険
料
負
担
の
緩
和
を
図
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

市
長

　県
の
国
民
健
康
保
険

運
営
方
針
に
よ
り
、
法
定
外

繰
入
れ
を
計
画
的
、
段
階
的

に
削
減
す
る
。
ま
た
、
一
般

会
計
で
納
め
た
税
金
が
国
民

健
康
保
険
加
入
者
の
た
め

に
、
今
年
度
は
３
億
８
４
０

０
万
円
強
の
財
源
が
投
入
さ

れ
、
税
負
担
の
公
平
性
の
観

点
か
ら
も
望
ま
し
く
な
い
。

※
こ
の
他
に
、
小
児
医
療
費

助
成
、
待
機
児
童
対
策
、
高

齢
者
福
祉
、
地
域
公
共
交
通

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
の
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

消
防
分
団
建
替
え
で
桜
山
下
会

館
は
避
難
所
機
能
を
失
う
!?

は
、
公
共
施
設
の
統
廃
合
に

向
け
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
明
ら

か
に
し
た
が
、
市
は
こ
れ
が

曖
昧
だ
。
桜
山
下
会
館
の
廃

館
に
伴
い
避
難
所
機
能
が
失

わ
れ
る
事
に
反
対
す
る
陳
情

が
全
会
一
致
了
承
さ
れ
た
が
、

将
来
に
向
け
無
責
任
な
廃
止

は
看
過
で
き
な
い
。
県
と
同

様
、
合
理
的
な
統
廃
合
計
画

を
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長

　公
共
施
設
整
備
計
画

の
中
で
統
廃
合
を
吟
味
し
、

10
年
間
実
施
計
画
で
具
体
化

を
検
討
し
て
い
く
。
桜
山
下

神
奈
川
県
緊
急
財
政
対
策
の

取
組
み
と
成
功
か
ら

　

問

　Ｈ
28
年
度
出
納
閉
鎖
で

予
想
外
の
歳
入
欠
陥
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
解
決
に
向
け

参
考
に
す
べ
き
は
、
県
が
緊

急
財
政
対
策
で
外
部
有
識
者

に
よ
る
調
査
会
を
組
織
し
、

わ
ず
か
３
年
で
１
６
０
０
億

円
の
財
源
不
足
を
ほ
ぼ
解
消

し
た
実
績
だ
。
市
も
外
部
有

識
者
会
を
設
置
す
べ
き
で
は

な
い
か
。
ま
た
昨
年
、
都
市

計
画
税
を
引
き
下
げ
ざ
る
を

得
な
く
な
り
２
・
７
億
円
の
歳

入
を
失
っ
た
。
都
計
事
業
の

選
定
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

市
長

　外
部
機
関
を
設
置
し

議
論
を
進
め
る
暇
は
な
い
。

我
々
で
改
め
て
向
き
合
い
、

こ
の
危
機
を
乗
り
越
え
た
い
。

環
境
都
市
部
長

　都
計
事
業

の
選
定
は
、
未
だ
検
討
中
で

進
捗
は
な
い
。

桜
山
下
会
館
を
廃
止
に
!?

公
共
施
設
の
統
廃
合

　

問

　県
の
緊
急
財
政
対
策
で

会
館
は
、
分
団
活
動
を
優
先

さ
せ
る
た
め
、
避
難
所
併
設

に
よ
り
避
難
し
て
来
ら
れ
て

は
活
動
に
支
障
を
来
た
す
。

神
武
寺
ト
ン
ネ
ル

　
　
　

公
共
工
事
に
第
三
者
機
関
を

問

　ト
ン
ネ
ル
関
係
予
算
は
、

当
初
の
１
・
５
倍
の
９
億
円

に
膨
張
、
着
工
は
１
年
遅
れ

議
決
も
経
ず
に
追
加
工
事
し
、

今
回
は
国
の
通
達
を
見
落
と

し
７
千
万
円
以
上
の
償
還
金

が
市
全
体
の
会
計
を
混
乱
さ

せ
て
い
る
。
所
管
職
員
は
ト

ン
ネ
ル
工
事
の
経
験
が
な
く
、

議
会
も
土
木
技
術
な
ど
解
ら

な
い
状
況
で
、
大
型
公
共
工

事
の
こ
れ
程
ズ
サ
ン
な
決
定

過
程
は
許
さ
れ
る
の
か
。

市
長

　今
後
、
経
験
少
な
い

工
事
に
お
い
て
第
三
者
的
視

点
で
評
価
す
る
工
事
監
理
業

務
の
委
託
化
を
検
討
し
た
い
。

※
こ
の
他
、
公
共
敷
地
の
活

用
・
処
分
、
池
子
接
収
地
に
つ

い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

一
般
質
問
の
要
旨

歳
入
欠
陥
に
よ
る
財
政
危
機

　

解
決
に
向
け
留
意
す
べ
き
こ
と

あ
し
た
の
逗
子

　松本

　寛

　議員

今臨時会で可決した意見書を関係機関に送付しました
300床規模の総合的病院誘致の実現に向けた病床数の確保を求める意見書
　横須賀・三浦二次保健医療圏内の　子市においては、総合的病院がなく、著しい高齢化
の進展等に対応するための医療体制の充実及び地域包括ケアシステム構築の推進に必要な
在宅療養後方支援病院がないことが課題となっている。
　このため、　子市では長年にわたって総合的病院の誘致を市政の重要課題として位置付
けてきており、平成28年度には、横須賀・三浦二次保健医療圏内において175床の病床数が
不足となったことから、市有地への公募の実施、医療法人社団葵会の決定を経て、同法人に
よる病床整備に関する事前協議の申出に対し、一般病床109床が承認されたところである。
　一方で、救急医療体制の整備、在宅療養後方支援病院の機能及び大規模災害時医療拠点
の確保など、総合的病院の実現により、　子市における医療体制を飛躍的に充実させるた
めに、誘致する病院は最終的に300床規模を目指しており、その実現には更なる病床数の
確保が必須となる。
　また、本市の総合的病院誘致が実現し、救急医療体制が確立することは、横須賀・三浦
二次保健医療圏全体の病院の負担を軽減するものであり、神奈川県における救急医療をは
じめとした地域医療体制の安定にもつながるものである。
　よって、　子市議会は神奈川県に対し、本市の300床規模の総合的病院誘致が実現でき
るよう、次期神奈川県保健医療計画における基準病床数の見直し等による病床数の確保に
ついて、特段の措置を強く求めるものである。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　平成29年４月21日　　　　　 　　子　市　議　会

　４
月
21
日
、
議
員
選
出
の
監
査

委
員
の
選
任
に
つ
い
て
の
議
案
が

提
出
さ
れ
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

▼
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
…

　
　同
意[

新
任]

(

全
員
賛
成)

　氏
名

　丸
山
治
章
氏

丸
山
治
章
議
員
の
議
員
略
歴

　平
成
22
年
初
当
選
以
来
２
期

目
。
教
育
民
生
常
任
・
基
地
対
策

特
別
・
議
会
運
営
の
各
委
員
長
、

都
市
計
画
審
議
会
委
員
を
歴
任
。

※
地
方
自
治
法
第
１
９
６
条
第
１

項

　監
査
委
員
は
、
（
中
略
）
識

見
を
有
す
る
者
及
び
議
員
の
う
ち

か
ら
、
こ
れ
を
選
任
す
る
。

　平
成
29
年
４
月
25
日
付
け
で
、

議
長
宛
に
「
展
望

　子
」
か
ら
解

散
届
が
提
出
さ
れ
、
根
本
祥
子
議

員
及
び
毛
呂
武
史
議
員
は
無
会
派

と
な
り
ま
し
た
。
本
市
議
会
の
会

派
構
成
は
、
構
成
員
５
名
の
会
派

が
１
会
派
、
３
名
の
会
派
が
１
会

派
、
２
名
の
会
派
が
４
会
派
、
会

派
を
構
成
し
て
い
な
い
無
会
派
が

２
名
と
な
り
ま
し
た
。

　

　４
月
25
日
、
市
議
会
委
員
会
条

例
第
13
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、

毛
呂
武
史
議
員
か
ら
議
会
運
営
委

員
を
辞
任
し
た
い
旨
の
願
い
出
が

議
長
宛
に
提
出
さ
れ
、
同
日
付
け

で
議
長
は
辞
任
を
許
可
し
ま
し

た
。
こ
の
辞
任
に
伴
い
、
同
条
例

第
７
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、

議
長
は
、
５
月
23
日
付
け
で
八
木

野
太
郎
議
員
を
指
名
し
ま
し
た
。

　

丸山治章監査委員

監
査
委
員
に
丸
山
治
章
議
員
選
任

　平
成
29
年
市
議
会
第
２
回
臨
時
会
は
、
４
月
21
日
の
1
日

間
の
会
期
で
開
会
し
ま
し
た
。
こ
の
臨
時
会
で
は
、
人
事
案

件
と
し
て
、
監
査
委
員
（
議
員
選
出
委
員
）
の
選
任
に
つ
い

て
の
１
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
、
同
意
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
他
に
議
員
発
議
に
よ
る
意
見
書
案
１
件
を
可
決
し
、
閉

会
し
ま
し
た
。

会
派
の
解
散

議
会
運
営
委
員
の
変
更

市議会第２回臨時会日程概要

議会運営委員会（議事日程等協議）

本会議（第1日)　会期を４月21日の

1日間と決定、議案・意見書案の

採決

４月21日

第
２
回
臨
時
会

第 ２ 回 臨 時 会 の 議 案 等 の 賛 否 状 況 一 覧

毛
呂
武
史

根
本
祥
子

横
山
美
奈

松
本

　寛

髙
谷
清
彦

加
藤
秀
子

橋
爪
明
子

岩
室
年
治

　
　

田
中
英
一
郎

田
幡
智
子

髙
野

　毅

匂
坂
祐
二

長
島
有
里

桐
ケ
谷
一
孝

八
木
野
太
郎

丸
山
治
章

　

眞
下
政
次

菊
池
俊
一

市政クラブ 公明党自民党
逗子市議団

日本
共産党

維新
クラブ

あしたの
逗子

展 望
逗 子会　　　　派　　　　名

議
決
結
果

付
託
委
員
会

件　　　　　　　名

－ 同意 －
市長提出議案

議員提出意見書案
○ 除 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＼

－ 可決 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＼

監査委員の選任について

300床規模の総合的病院誘致の実現に向けた
病床数の確保を求める意見書
※  付託委員会 ：－…委員会付託を省略　※  賛否状況： ○…賛成　×…反対　＼ …毛呂議員欠席のため表決せず。 除…除斥（地方自治法第117条の規定
により、自己に関する議事には参加できない。）　※  菊池議長は、採決に加わらない。　※  日本共産党 ： 日本共産党逗子市議会議員団の略



13 ず し 市 議 会 だ よ り 12ず し 市 議 会 だ よ り平成29年 9月１日　　第１３８号平成29年 9月１日　　第１３８号

財
政
ひ
っ
迫
、
や
る
べ
き
こ
と
せ
ず

に
市
民
負
担
増
は
認
め
ら
れ
な
い
！

日
本
共
産
党
逗
子
市
議
会
議
員
団

　橋爪

　明子

　議員

よ
り一
層
の
業
務
の
効
率
化
を

発
想
の
転
換
と
効
率
化

　

業
務
見
直
し
で
残
業
削
減

問

　ひ
っ
迫
し
た
財
政
状
況

の
中
、
ま
ず
は
職
員
の
時
間

外
勤
務
を
半
減
化
し
、
更
に

事
業
の
縮
小
や
凍
結
等
に
取

り
組
む
考
え
は
あ
る
の
か
。

市
長

　ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
観
点
か
ら
も
時
間

外
勤
務
を
減
ら
す
こ
と
は
必

要
で
あ
る
。
28
年
度
か
ら
各

職
員
、
時
間
外
勤
務
の
具
体

的
な
削
減
目
標
を
設
定
し
、

削
減
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

経
営
企
画
部
長

　事
務
事
業

の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
市

民
生
活
に
与
え
る
影
響
度
、

緊
急
度
を
視
点
に
対
策
本
部

で
検
討
す
る
。

病
院
用
地
30
年
無
償
？

10
年
後
再
協
議
す
べ
き

問

　総
合
的
病
院
用
地
は
無

償
貸
与
と
し
て
い
る
が
、
財

源
が
ひ
っ
迫
し
、
今
後
の
税

収
の
増
加
が
見
込
め
な
い

中
、
将
来
に
わ
た
る
約
束
は

大
き
な
リ
ス
ク
を
伴
う
。
10

年
後
に
、
状
況
に
応
じ
た
見

直
し
が
で
き
る
よ
う
に
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

市
長

　無
償
貸
与
を
公
募
条

件
と
し
、
今
の
葵
会
に
決
定

し
た
経
緯
が
あ
る
。
建
設
コ

ス
ト
が
上
昇
し
、
医
師
の
確

保
や
安
定
し
た
医
療
を
担
う

た
め
、
土
地
の
無
償
貸
与
は

唯
一
の
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
で

あ
る
。
今
回
の
決
定
を
変
え

る
考
え
は
な
い
。

福
祉
部
長

　無
償
貸
与
の
期

間
は
、
30
年
間
を
想
定
し
て

い
る
。

適
正
な
繰
入
れ
継
続
し

国
保
料
値
上
げ
抑
制
を

問

　国
民
健
康
保
険
は
、
平

成
30
年
度
か
ら
都
道
府
県
単

位
化
に
よ
る
法
定
外
繰
入
れ

廃
止
な
ど
で
保
険
料
の
大
幅

値
上
げ
が
予
想
さ
れ
る
が
、

市
は
保
険
料
の
負
担
緩
和
の

繰
入
れ
は
認
め
て
い
る
。
法

定
外
繰
入
れ
を
継
続
し
、
保

険
料
負
担
の
緩
和
を
図
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

市
長

　県
の
国
民
健
康
保
険

運
営
方
針
に
よ
り
、
法
定
外

繰
入
れ
を
計
画
的
、
段
階
的

に
削
減
す
る
。
ま
た
、
一
般

会
計
で
納
め
た
税
金
が
国
民

健
康
保
険
加
入
者
の
た
め

に
、
今
年
度
は
３
億
８
４
０

０
万
円
強
の
財
源
が
投
入
さ

れ
、
税
負
担
の
公
平
性
の
観

点
か
ら
も
望
ま
し
く
な
い
。

※
こ
の
他
に
、
小
児
医
療
費

助
成
、
待
機
児
童
対
策
、
高

齢
者
福
祉
、
地
域
公
共
交
通

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
の
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

消
防
分
団
建
替
え
で
桜
山
下
会

館
は
避
難
所
機
能
を
失
う
!?

は
、
公
共
施
設
の
統
廃
合
に

向
け
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
明
ら

か
に
し
た
が
、
市
は
こ
れ
が

曖
昧
だ
。
桜
山
下
会
館
の
廃

館
に
伴
い
避
難
所
機
能
が
失

わ
れ
る
事
に
反
対
す
る
陳
情

が
全
会
一
致
了
承
さ
れ
た
が
、

将
来
に
向
け
無
責
任
な
廃
止

は
看
過
で
き
な
い
。
県
と
同

様
、
合
理
的
な
統
廃
合
計
画

を
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長

　公
共
施
設
整
備
計
画

の
中
で
統
廃
合
を
吟
味
し
、

10
年
間
実
施
計
画
で
具
体
化

を
検
討
し
て
い
く
。
桜
山
下

神
奈
川
県
緊
急
財
政
対
策
の

取
組
み
と
成
功
か
ら

　

問

　Ｈ
28
年
度
出
納
閉
鎖
で

予
想
外
の
歳
入
欠
陥
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
解
決
に
向
け

参
考
に
す
べ
き
は
、
県
が
緊

急
財
政
対
策
で
外
部
有
識
者

に
よ
る
調
査
会
を
組
織
し
、

わ
ず
か
３
年
で
１
６
０
０
億

円
の
財
源
不
足
を
ほ
ぼ
解
消

し
た
実
績
だ
。
市
も
外
部
有

識
者
会
を
設
置
す
べ
き
で
は

な
い
か
。
ま
た
昨
年
、
都
市

計
画
税
を
引
き
下
げ
ざ
る
を

得
な
く
な
り
２
・
７
億
円
の
歳

入
を
失
っ
た
。
都
計
事
業
の

選
定
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

市
長

　外
部
機
関
を
設
置
し

議
論
を
進
め
る
暇
は
な
い
。

我
々
で
改
め
て
向
き
合
い
、

こ
の
危
機
を
乗
り
越
え
た
い
。

環
境
都
市
部
長

　都
計
事
業

の
選
定
は
、
未
だ
検
討
中
で

進
捗
は
な
い
。

桜
山
下
会
館
を
廃
止
に
!?

公
共
施
設
の
統
廃
合

　

問

　県
の
緊
急
財
政
対
策
で

会
館
は
、
分
団
活
動
を
優
先

さ
せ
る
た
め
、
避
難
所
併
設

に
よ
り
避
難
し
て
来
ら
れ
て

は
活
動
に
支
障
を
来
た
す
。

神
武
寺
ト
ン
ネ
ル

　
　
　

公
共
工
事
に
第
三
者
機
関
を

問

　ト
ン
ネ
ル
関
係
予
算
は
、

当
初
の
１
・
５
倍
の
９
億
円

に
膨
張
、
着
工
は
１
年
遅
れ

議
決
も
経
ず
に
追
加
工
事
し
、

今
回
は
国
の
通
達
を
見
落
と

し
７
千
万
円
以
上
の
償
還
金

が
市
全
体
の
会
計
を
混
乱
さ

せ
て
い
る
。
所
管
職
員
は
ト

ン
ネ
ル
工
事
の
経
験
が
な
く
、

議
会
も
土
木
技
術
な
ど
解
ら

な
い
状
況
で
、
大
型
公
共
工

事
の
こ
れ
程
ズ
サ
ン
な
決
定

過
程
は
許
さ
れ
る
の
か
。

市
長

　今
後
、
経
験
少
な
い

工
事
に
お
い
て
第
三
者
的
視

点
で
評
価
す
る
工
事
監
理
業

務
の
委
託
化
を
検
討
し
た
い
。

※
こ
の
他
、
公
共
敷
地
の
活

用
・
処
分
、
池
子
接
収
地
に
つ

い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

一
般
質
問
の
要
旨

歳
入
欠
陥
に
よ
る
財
政
危
機

　

解
決
に
向
け
留
意
す
べ
き
こ
と

あ
し
た
の
逗
子

　松本

　寛

　議員

今臨時会で可決した意見書を関係機関に送付しました
300床規模の総合的病院誘致の実現に向けた病床数の確保を求める意見書
　横須賀・三浦二次保健医療圏内の　子市においては、総合的病院がなく、著しい高齢化
の進展等に対応するための医療体制の充実及び地域包括ケアシステム構築の推進に必要な
在宅療養後方支援病院がないことが課題となっている。
　このため、　子市では長年にわたって総合的病院の誘致を市政の重要課題として位置付
けてきており、平成28年度には、横須賀・三浦二次保健医療圏内において175床の病床数が
不足となったことから、市有地への公募の実施、医療法人社団葵会の決定を経て、同法人に
よる病床整備に関する事前協議の申出に対し、一般病床109床が承認されたところである。
　一方で、救急医療体制の整備、在宅療養後方支援病院の機能及び大規模災害時医療拠点
の確保など、総合的病院の実現により、　子市における医療体制を飛躍的に充実させるた
めに、誘致する病院は最終的に300床規模を目指しており、その実現には更なる病床数の
確保が必須となる。
　また、本市の総合的病院誘致が実現し、救急医療体制が確立することは、横須賀・三浦
二次保健医療圏全体の病院の負担を軽減するものであり、神奈川県における救急医療をは
じめとした地域医療体制の安定にもつながるものである。
　よって、　子市議会は神奈川県に対し、本市の300床規模の総合的病院誘致が実現でき
るよう、次期神奈川県保健医療計画における基準病床数の見直し等による病床数の確保に
ついて、特段の措置を強く求めるものである。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　平成29年４月21日　　　　　 　　子　市　議　会

　４
月
21
日
、
議
員
選
出
の
監
査

委
員
の
選
任
に
つ
い
て
の
議
案
が

提
出
さ
れ
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

▼
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
…

　
　同
意[

新
任]

(

全
員
賛
成)

　氏
名

　丸
山
治
章
氏

丸
山
治
章
議
員
の
議
員
略
歴

　平
成
22
年
初
当
選
以
来
２
期

目
。
教
育
民
生
常
任
・
基
地
対
策

特
別
・
議
会
運
営
の
各
委
員
長
、

都
市
計
画
審
議
会
委
員
を
歴
任
。

※
地
方
自
治
法
第
１
９
６
条
第
１

項

　監
査
委
員
は
、
（
中
略
）
識

見
を
有
す
る
者
及
び
議
員
の
う
ち

か
ら
、
こ
れ
を
選
任
す
る
。

　平
成
29
年
４
月
25
日
付
け
で
、

議
長
宛
に
「
展
望

　子
」
か
ら
解

散
届
が
提
出
さ
れ
、
根
本
祥
子
議

員
及
び
毛
呂
武
史
議
員
は
無
会
派

と
な
り
ま
し
た
。
本
市
議
会
の
会

派
構
成
は
、
構
成
員
５
名
の
会
派

が
１
会
派
、
３
名
の
会
派
が
１
会

派
、
２
名
の
会
派
が
４
会
派
、
会

派
を
構
成
し
て
い
な
い
無
会
派
が

２
名
と
な
り
ま
し
た
。

　

　４
月
25
日
、
市
議
会
委
員
会
条

例
第
13
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、

毛
呂
武
史
議
員
か
ら
議
会
運
営
委

員
を
辞
任
し
た
い
旨
の
願
い
出
が

議
長
宛
に
提
出
さ
れ
、
同
日
付
け

で
議
長
は
辞
任
を
許
可
し
ま
し

た
。
こ
の
辞
任
に
伴
い
、
同
条
例

第
７
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、

議
長
は
、
５
月
23
日
付
け
で
八
木

野
太
郎
議
員
を
指
名
し
ま
し
た
。

　

丸山治章監査委員

監
査
委
員
に
丸
山
治
章
議
員
選
任

　平
成
29
年
市
議
会
第
２
回
臨
時
会
は
、
４
月
21
日
の
1
日

間
の
会
期
で
開
会
し
ま
し
た
。
こ
の
臨
時
会
で
は
、
人
事
案

件
と
し
て
、
監
査
委
員
（
議
員
選
出
委
員
）
の
選
任
に
つ
い

て
の
１
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
、
同
意
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
他
に
議
員
発
議
に
よ
る
意
見
書
案
１
件
を
可
決
し
、
閉

会
し
ま
し
た
。

会
派
の
解
散

議
会
運
営
委
員
の
変
更

市議会第２回臨時会日程概要

議会運営委員会（議事日程等協議）

本会議（第1日)　会期を４月21日の

1日間と決定、議案・意見書案の

採決

４月21日

第
２
回
臨
時
会

第 ２ 回 臨 時 会 の 議 案 等 の 賛 否 状 況 一 覧

毛
呂
武
史

根
本
祥
子

横
山
美
奈

松
本

　寛

髙
谷
清
彦

加
藤
秀
子

橋
爪
明
子

岩
室
年
治

　
　

田
中
英
一
郎

田
幡
智
子

髙
野

　毅

匂
坂
祐
二

長
島
有
里

桐
ケ
谷
一
孝

八
木
野
太
郎

丸
山
治
章

　

眞
下
政
次

菊
池
俊
一

市政クラブ 公明党自民党
逗子市議団

日本
共産党

維新
クラブ

あしたの
逗子

展 望
逗 子会　　　　派　　　　名

議
決
結
果

付
託
委
員
会

件　　　　　　　名

－ 同意 －
市長提出議案

議員提出意見書案
○ 除 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＼

－ 可決 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＼

監査委員の選任について

300床規模の総合的病院誘致の実現に向けた
病床数の確保を求める意見書
※  付託委員会 ：－…委員会付託を省略　※  賛否状況： ○…賛成　×…反対　＼ …毛呂議員欠席のため表決せず。 除…除斥（地方自治法第117条の規定
により、自己に関する議事には参加できない。）　※  菊池議長は、採決に加わらない。　※  日本共産党 ： 日本共産党逗子市議会議員団の略
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（単位：円）

（単位：円）

交付金額

支出金額

議員・会派負担額

残額（返還金額）

調査研究費

研修費

広報・広聴費

要請・陳情活動費

会議費

資料作成費

資料購入費

事務所費

議員名
又は会派名

入
収 交付金

根本　祥子 毛呂　武史 髙谷　清彦
加藤　秀子

岩室　年治
橋爪　明子

長島　有里
匂坂　祐二
髙野　　毅

 田幡　智子横山　美奈 眞下　政次 丸山　治章 菊池　俊一

市政クラブ

桐ケ谷一孝八木野太郎田中英一郎 松本　寛

 維新クラブ日本共産党
逗子市議会議員団

調査
研究費

広報・
広聴費

資料
作成費
資料
購入費

要請・
陳情活動費

研修費

事務所費

会議費出
支

合　計

返還金額

　平
成
28
年
度
議
長
交
際
費
及

び
政
務
活
動
費
の
支
出
状
況
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　議
長
交
際
費
は
、
議
長
の
交

際
に
係
る
経
費
で
、
平
成
28
年

度
中
の
支
出
の
状
況
は
、
下
表

の
議
長
交
際
費
使
途
別
一
覧
の

と
お
り
で
す
。

　政
務
活
動
費
は
、
市
議
会
議

員
に
必
要
な
経
費
の
一
部
と
し

て
議
員
又
は
会
派
に
交
付
す
る

交
付
金
で
、
議
員
１
人
当
た
り

月
額
２
万
円
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。
平
成
28
年
度
中
の
支
出
の

状
況
は
、
左
表
の
政
務
活
動
費

収
支
報
告
の
と
お
り
で
す
。

　

　な
お
、
議
員
又
は
会
派
別
の

収
支
に
つ
い
て
は
、
政
務
活
動

費
収
支
報
告
一
覧
（
下
段
の
表
）

の
と
お
り
で
す
。

平成28 年度 政務活動費収支報告

平 年 議長交際費・政務活動費報告平成28年度 議長交際費・政務活動費報告

4,320,000

3,941,259

49,601

310,132

2,623,813

0

0

138,426

374,838

444,449

183,350

562,091

240,000

1,596

1,030

32,400

0

0

0

32,698

76,400

144,124

95,876

240,000

0

0

214,552

0

0

0

9,783

15,830

240,165

0

240,000

10,800

8,000

108,528

0

0

6,510

36,854

102,472

273,164

0

240,000

0

0

316,506

0

0

0

0

1,468

317,974

0

240,000

13,520

143,062

73,440

0

0

0

4,500

0

234,522

5,478

240,000

0

38,100

0

0

0

63,720

38,268

0

140,088

99,912

240,000

0

103,940

155,520

0

0

0

4,500

0

263,960

0

240,000

22,683

0

113,400

0

0

0

112,634

3,909

252,626

0

240,000

1,002

0

242,046

0

0

0

0

0

243,048

0

240,000

0

10,000

10,400

0

0

0

0

24,818

45,218

194,782

240,000

0

0

210,822

0

0

0

0

35,635

246,457

0

720,000

0

6,000

423,629

0

0

0

23,544

100,784

553,957

166,043

480,000

0

0

375,642

0

0

27,885

96,105

0

499,632

0

480,000

0

0

346,928

0

0

40,311

15,952

83,133

486,324

0

区　　　　　　分 件数（件） 金額（円）

平成28 年度 議長交際費使途別一覧

平成28 年度 政務活動費収支報告一覧

備考　議員名及び会派名は、平成 29 年３月 31日現在

1
1
39
2
1
44

10,000
5,000

227,500
33,420
10,000
285,920

慶弔費（香料）

議長賞

総会等の祝金・参加会費等

常任委員会視察先土産代

戦没者追悼式供花代

　　 合　　　　　計

　教
育
民
生
常
任
委
員
会
が
７
月

４
日
か
ら
６
日
ま
で
の
３
日
間
、

呉
市
、
尾
道
市
、
新
見
市
の
３
市

を
訪
問
し
、
先
進
事
業
等
の
調

査
・
研
究
を
実
施
し
ま
し
た
の

で
、
概
要
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
　

広
島
県
呉
市

テ
ー
マ

　国
民
健
康
保
険
の
医
療

　
　
　
　費
適
正
化
と
市
民
の
健

　
　
　
　康
管
理
に
つ
い
て

事
業
の
概
要
　

 

呉
市
の
高
齢
化
率
は
約
34
％
と

高
い
中
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者

の
高
齢
化
率
は
約
55
％
に
上
り
、

国
民
健
康
保
険
一
人
当
た
り
の
医

療
費
は
、
県
の
１
・
１
３
倍
、
国

の
１・
３
２
倍
と
な
っ
て
い
る（
平

成
27
年
度
）。呉
市
第
４
次
長
期
総

合
計
画
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

市
民
の
健
康
づ
く
り
の
推
進
に
当

た
り
、
レ
セ
プ
ト
を
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
し
、
デ
ー
タ
か
ら
対
象
者
を

リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
の
使
用
促
進
通
知
、
糖

尿
病
性
腎
症
等
重
症
化
予
防
事
業

な
ど
を
実
施
し
医
療
費
の
適
正
化

を
図
っ
た
結
果
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
の
使
用
促
進
通
知
に
よ
る
、

約
２
億
３
７
８
４
万
円
に
上
る
効

果
額
に
加
え
、
健
康
管
理
増
進
シ

ス
テ
ム
と
特
定
健
診
デ
ー
タ
と
の

突
合
に
よ
る
重
症
化
予
防
プ
ロ
グ

ラ
ム
へ
の
参
加
勧
奨
な
ど
の
各
種

事
業
の
推
進
は
、
医
療
費
の
伸
び

が
大
き
く
高
額
に
な
る
と
考
え
ら

れ
る
疾
病
へ
の
対
策
と
な
っ
て
い

る
。

広
島
県
尾
道
市

テ
ー
マ

　地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

　
　
　
　ム
の
取
組
み
に
つ
い
て

事
業
の
概
要

　公
立
み
つ
ぎ
総
合
病
院
は
、
地

域
包
括
ケ
ア
の
実
践
と
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
及
び
住
民

の
た
め
の
病
院
づ
く
り
を
基
本
理

念
と
し
、
尾
道
市
に
お
け
る
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
中
心
的
役

割
を
担
っ
て
い
る
。

　地
域
連
携
シ
ス
テ
ム
に
お
い

て
、
住
民
、
行
政
、
専
門
職
等
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
利
用

者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
強
化
に
努
め
て

い
る
。
特
に
専
門
職
分
野
で
あ
る

医
療
、
介
護
の
連
携
を
す
す
め
、

状
態
像
に
応
じ
た
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
提
供
を
可
能
と
し
、
地
域
住
民

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
保
健
、

医
療
、
介
護
、
福
祉
と
な
る
こ
と

を
目
指
し
た
地
域
完
結
型
の
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
行
っ
て
い

る
。
こ
の
結
果
、
在
宅
寝
た
き
り

高
齢
者
の
減
少
、
医
療
費
伸
び
率

の
鈍
化
、
経
済
効
果
や
地
域
の
活

性
化
、
過
疎
化
の
防
止
な
ど
に
成

果
が
表
れ
て
い
る
。

岡
山
県
新
見
市

テ
ー
マ

　Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進
に

　
　
　
　つ
い
て

事
業
の
概
要

　新
見
市
は
、
小
中
一
貫
教
育
の

中
で
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
、英
語
教
育
、

体
験
学
習
の
三
項
目
を
主
眼
と
し

学
び
方
を
身
に
つ
け
、
学
力
向
上

へ
の
効
果
、
授
業
、
指
導
方
法
の

改
革
を
目
指
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を

推
進
し
て
い
る
。
平
成
26
年
10
月
に

市
内
全
中
学
校
で
校
内
無
線
Ｌ
Ａ

Ｎ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、
生
徒
１
人

１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
配
付
等

を
行
っ
た
。
更
に
、
デ
ジ
タ
ル
教

科
書
や
授
業
で
の
ア
プ
リ
活
用
、

意
見
共
有
で
き
る
双
方
向
の
方
法

導
入
や
機
器
の
機
能
を
活
用
し
た

レ
ポ
ー
ト
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
資
料
の
作
成
等
を
行
っ
て
い

る
。
各
自
の
意
見
を
共
有
で
き
る

双
方
向
の
方
法
を
導
入
し
た
結

果
、
生
徒
各
自
で
シ
ス
テ
ム
に
ア

ク
セ
ス
し
な
い
と
回
答
を
作
れ
な

い
こ
と
か
ら
、
自
主
性
が
生
ま
れ

た
り
、
自
分
の
回
答
が
他
の
生
徒

に
も
見
ら
れ
る
た
め
、
し
っ
か
り

考
え
、
責
任
を
持
っ
た
回
答
を

作
る
よ
う
に
な
っ
た
な
ど
の
成
果

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会

告
報
察
視
政
行

尾道市公立みつぎ総合病院視察

　視覚障がい者のために、声の議会

報として「ずし市議会だより」のCD

を用意しています。

　お気軽にご利用ください。

　ご希望の方は、議会事務局へ。

声の議会報のご案内

内線405

９月５日（火） 第３回定例会招集

平成29年第3回定例会の予定

委
員
長橋

爪

　
明
子

副
委
員
長

匂
坂

　
祐
二

委
員

根
本

　
祥
子

加
藤

　
秀
子

　
田
中
英
一
郎

　
眞
下

　
政
次

　
八
木
野
太
郎

議
長

菊
池

　
俊
一
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（単位：円）

（単位：円）

交付金額

支出金額

議員・会派負担額

残額（返還金額）

調査研究費

研修費

広報・広聴費

要請・陳情活動費

会議費

資料作成費

資料購入費

事務所費

議員名
又は会派名

入
収 交付金

根本　祥子 毛呂　武史 髙谷　清彦
加藤　秀子

岩室　年治
橋爪　明子

長島　有里
匂坂　祐二
髙野　　毅

 田幡　智子横山　美奈 眞下　政次 丸山　治章 菊池　俊一

市政クラブ

桐ケ谷一孝八木野太郎田中英一郎 松本　寛

 維新クラブ日本共産党
逗子市議会議員団

調査
研究費

広報・
広聴費

資料
作成費
資料
購入費

要請・
陳情活動費

研修費

事務所費

会議費出
支

合　計

返還金額

　平
成
28
年
度
議
長
交
際
費
及

び
政
務
活
動
費
の
支
出
状
況
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　議
長
交
際
費
は
、
議
長
の
交

際
に
係
る
経
費
で
、
平
成
28
年

度
中
の
支
出
の
状
況
は
、
下
表

の
議
長
交
際
費
使
途
別
一
覧
の

と
お
り
で
す
。

　政
務
活
動
費
は
、
市
議
会
議

員
に
必
要
な
経
費
の
一
部
と
し

て
議
員
又
は
会
派
に
交
付
す
る

交
付
金
で
、
議
員
１
人
当
た
り

月
額
２
万
円
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。
平
成
28
年
度
中
の
支
出
の

状
況
は
、
左
表
の
政
務
活
動
費

収
支
報
告
の
と
お
り
で
す
。

　

　な
お
、
議
員
又
は
会
派
別
の

収
支
に
つ
い
て
は
、
政
務
活
動

費
収
支
報
告
一
覧
（
下
段
の
表
）

の
と
お
り
で
す
。

平成28 年度 政務活動費収支報告

平成28年度 議長交際費・政務活動費報告

4,320,000

3,941,259

49,601

310,132

2,623,813

0

0

138,426

374,838

444,449

183,350

562,091

240,000

1,596

1,030

32,400

0

0

0

32,698

76,400

144,124

95,876

240,000

0

0

214,552

0

0

0

9,783

15,830

240,165

0

240,000

10,800

8,000

108,528

0

0

6,510

36,854

102,472

273,164

0

240,000

0

0

316,506

0

0

0

0

1,468

317,974

0

240,000

13,520

143,062

73,440

0

0

0

4,500

0

234,522

5,478

240,000

0

38,100

0

0

0

63,720

38,268

0

140,088

99,912

240,000

0

103,940

155,520

0

0

0

4,500

0

263,960

0

240,000

22,683

0

113,400

0

0

0

112,634

3,909

252,626

0

240,000

1,002

0

242,046

0

0

0

0

0

243,048

0

240,000

0

10,000

10,400

0

0

0

0

24,818

45,218

194,782

240,000

0

0

210,822

0

0

0

0

35,635

246,457

0

720,000

0

6,000

423,629

0

0

0

23,544

100,784

553,957

166,043

480,000

0

0

375,642

0

0

27,885

96,105

0

499,632

0

480,000

0

0

346,928

0

0

40,311

15,952

83,133

486,324

0

区　　　　　　分 件数（件） 金額（円）

平成28 年度 議長交際費使途別一覧

平成28 年度 政務活動費収支報告一覧

備考　議員名及び会派名は、平成 29 年３月 31日現在

1
1
39
2
1
44

10,000
5,000

227,500
33,420
10,000
285,920

慶弔費（香料）

議長賞

総会等の祝金・参加会費等

常任委員会視察先土産代

戦没者追悼式供花代

　　 合　　　　　計

　教
育
民
生
常
任
委
員
会
が
７
月

４
日
か
ら
６
日
ま
で
の
３
日
間
、

呉
市
、
尾
道
市
、
新
見
市
の
３
市

を
訪
問
し
、
先
進
事
業
等
の
調

査
・
研
究
を
実
施
し
ま
し
た
の

で
、
概
要
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
　

広
島
県
呉
市

テ
ー
マ

　国
民
健
康
保
険
の
医
療

　
　
　
　費
適
正
化
と
市
民
の
健

　
　
　
　康
管
理
に
つ
い
て

事
業
の
概
要
　

 

呉
市
の
高
齢
化
率
は
約
34
％
と

高
い
中
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者

の
高
齢
化
率
は
約
55
％
に
上
り
、

国
民
健
康
保
険
一
人
当
た
り
の
医

療
費
は
、
県
の
１
・
１
３
倍
、
国

の
１・
３
２
倍
と
な
っ
て
い
る（
平

成
27
年
度
）。呉
市
第
４
次
長
期
総

合
計
画
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

市
民
の
健
康
づ
く
り
の
推
進
に
当

た
り
、
レ
セ
プ
ト
を
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
し
、
デ
ー
タ
か
ら
対
象
者
を

リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
の
使
用
促
進
通
知
、
糖

尿
病
性
腎
症
等
重
症
化
予
防
事
業

な
ど
を
実
施
し
医
療
費
の
適
正
化

を
図
っ
た
結
果
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
の
使
用
促
進
通
知
に
よ
る
、

約
２
億
３
７
８
４
万
円
に
上
る
効

果
額
に
加
え
、
健
康
管
理
増
進
シ

ス
テ
ム
と
特
定
健
診
デ
ー
タ
と
の

突
合
に
よ
る
重
症
化
予
防
プ
ロ
グ

ラ
ム
へ
の
参
加
勧
奨
な
ど
の
各
種

事
業
の
推
進
は
、
医
療
費
の
伸
び

が
大
き
く
高
額
に
な
る
と
考
え
ら

れ
る
疾
病
へ
の
対
策
と
な
っ
て
い

る
。

広
島
県
尾
道
市

テ
ー
マ

　地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

　
　
　
　ム
の
取
組
み
に
つ
い
て

事
業
の
概
要

　公
立
み
つ
ぎ
総
合
病
院
は
、
地

域
包
括
ケ
ア
の
実
践
と
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
及
び
住
民

の
た
め
の
病
院
づ
く
り
を
基
本
理

念
と
し
、
尾
道
市
に
お
け
る
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
中
心
的
役

割
を
担
っ
て
い
る
。

　地
域
連
携
シ
ス
テ
ム
に
お
い

て
、
住
民
、
行
政
、
専
門
職
等
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
利
用

者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
強
化
に
努
め
て

い
る
。
特
に
専
門
職
分
野
で
あ
る

医
療
、
介
護
の
連
携
を
す
す
め
、

状
態
像
に
応
じ
た
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
提
供
を
可
能
と
し
、
地
域
住
民

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
保
健
、

医
療
、
介
護
、
福
祉
と
な
る
こ
と

を
目
指
し
た
地
域
完
結
型
の
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
行
っ
て
い

る
。
こ
の
結
果
、
在
宅
寝
た
き
り

高
齢
者
の
減
少
、
医
療
費
伸
び
率

の
鈍
化
、
経
済
効
果
や
地
域
の
活

性
化
、
過
疎
化
の
防
止
な
ど
に
成

果
が
表
れ
て
い
る
。

岡
山
県
新
見
市

テ
ー
マ

　Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進
に

　
　
　
　つ
い
て

事
業
の
概
要

　新
見
市
は
、
小
中
一
貫
教
育
の

中
で
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
、英
語
教
育
、

体
験
学
習
の
三
項
目
を
主
眼
と
し

学
び
方
を
身
に
つ
け
、
学
力
向
上

へ
の
効
果
、
授
業
、
指
導
方
法
の

改
革
を
目
指
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を

推
進
し
て
い
る
。
平
成
26
年
10
月
に

市
内
全
中
学
校
で
校
内
無
線
Ｌ
Ａ

Ｎ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、
生
徒
１
人

１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
配
付
等

を
行
っ
た
。
更
に
、
デ
ジ
タ
ル
教

科
書
や
授
業
で
の
ア
プ
リ
活
用
、

意
見
共
有
で
き
る
双
方
向
の
方
法

導
入
や
機
器
の
機
能
を
活
用
し
た

レ
ポ
ー
ト
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
資
料
の
作
成
等
を
行
っ
て
い

る
。
各
自
の
意
見
を
共
有
で
き
る

双
方
向
の
方
法
を
導
入
し
た
結

果
、
生
徒
各
自
で
シ
ス
テ
ム
に
ア

ク
セ
ス
し
な
い
と
回
答
を
作
れ
な

い
こ
と
か
ら
、
自
主
性
が
生
ま
れ

た
り
、
自
分
の
回
答
が
他
の
生
徒

に
も
見
ら
れ
る
た
め
、
し
っ
か
り

考
え
、
責
任
を
持
っ
た
回
答
を

作
る
よ
う
に
な
っ
た
な
ど
の
成
果

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会

告
報
察
視
政
行

尾道市公立みつぎ総合病院視察

　視覚障がい者のために、声の議会

報として「ずし市議会だより」のCD

を用意しています。

　お気軽にご利用ください。

　ご希望の方は、議会事務局へ。

声の議会報のご案内

内線405

９月５日（火） 第３回定例会招集

平成29年第3回定例会の予定

委
員
長橋

爪

　
明
子

副
委
員
長

匂
坂

　
祐
二

委
員

根
本

　
祥
子

加
藤

　
秀
子

　
田
中
英
一
郎

　
眞
下

　
政
次

　
八
木
野
太
郎

議
長

菊
池

　
俊
一
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第２回定例会（ ６月８日～23日）

第２回臨時会（ ４月21日）

●
●
●

議案の審議結果
今定例会で可決した意見書
一般質問（14人登壇）

２ページ
５ページ
12ページ６…

　
●
●
平成28年度議長交際費・政務活動費報告
行政視察報告

14ページ
15ページ

● 監査委員選任 13ページ

  
 

発行日　平成29年９月1日／発行　逗子市議会／編集　議会報編集委員会　046-873-1111（代表）

◆◆

主な項目
       

2017年 9月1日2017年 9月1日

138138

逗 子 市 総 合 防 災 訓 練
（今年度は９月30日に実施）
時間：9時 30 分～12 時 00 分（小雨決行）
場所：第一運動公園

第２回定例会の議案等の賛否状況一覧

毛
呂
武
史

根
本
祥
子

横
山
美
奈

松
本

　寛

髙
谷
清
彦

加
藤
秀
子

橋
爪
明
子

岩
室
年
治

　
　

田
中
英
一
郎

田
幡
智
子

髙
野

　毅

匂
坂
祐
二

長
島
有
里

桐
ケ
谷
一
孝

八
木
野
太
郎

丸
山
治
章

　

眞
下
政
次

菊
池
俊
一

市政クラブ公明党自民党
逗子市議団

日本
共産党

維新
クラブ

あしたの
逗子 無会派会　　　　派　　　　名

議
決
結
果

付
託
委
員
会

件　　　　　　　名

－

総
総

総

可決

－
－
－
－

－

－

－

－

－

－

×

－

可決
可決
否決
可決
同意
同意

－

－
－
－
－
－
－
－
－

市長提出議案

議員提出意見書案等

※　付託委員会 ：総…総務常任委員会　教…教育民生常任委員会　－…委員会付託を省略
※　賛否状況： ○…賛成　×…反対　＼ …横山議員欠席のため表決せず。　※　菊池議長は、採決に加わらない。ただし、可否同数の場合は採決する。
※　日本共産党 ： 日本共産党逗子市議会議員団の略

逗子市個人情報保護条例及び逗子市行政手続における特定の個人
を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の
利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正について

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度の国負担２分の１
復元を図るための2018年度政府予算についての意見書

テロ等準備罪（共謀罪）を新設した改正組織犯罪処罰法の廃
止を求める意見書 （議長裁決）

市立小学校卒業式動画販売に関する調査特別委員会設置の
動議の件

○○○○○○○○○○○○○○○○○

－ 可決

可決

否決

可決

可決

－ ○○○○○○○○○××○○×○○○

○○○○○○○○○○○○○○ \ ○○
○○○○○○○○○○○○○○ \ ○○
○○○○×××××××××× \ ××
××××○○○○○○○○○○ \ ○○
○○○○○○○○○○○○○○ \ ○○
○○○○○○○○○○○○○○ \ ○○
○○○○○○○○○○○○○○ \ ○○
○○○○○○○○○○○○○○ \ ○○

××××○○○××○○○○○ \ ○○

××××○○○○○○○○○○ \ ○○

××××○×○××○○○×○ \ ○○

○○○○○○○○○○○○○× \ ○○

逗子市職員の退職手当に関する条例の一部改正について
逗子市手数料条例の一部改正について
平成29年度逗子市一般会計補正予算（第１号）［修正案］
平成29年度逗子市一般会計補正予算（第１号）［原案］
情報公開審査委員の委嘱について
個人情報保護委員の委嘱について
人権擁護委員の推薦について（横瀬　啓子氏）
人権擁護委員の推薦について（大久保　尚哉氏）

専決処分の承認について［訴えの提起］

神奈川県最低賃金改定等に関する意見書

異議ない
旨答申
異議ない
旨答申

　閉
会
中
継
続
審
査
に
な
っ
て
い

た
陳
情
の
う
ち
、
今
定
例
会
で
結

論
が
出
た
も
の
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

▼
平
成
29
年
度
に
お
け
る
透
析
治

　療
へ
の
通
院
困
難
者
に
対
す
る

　「
通
院
支
援
」
に
つ
い
て
の
陳

　情
…
教
育
民
生
常
任
委
員
会
で

　了
承
（
全
員
賛
成
）

▼
平
成
29
年
度
に
お
け
る「
慢
性
腎

　臓
病（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）及
び
生
活
習
慣

　病
対
策
」
に
つ
い
て
の
陳
情
…

　教
育
民
生
常
任
委
員
会
で
了
承

　（
全
員
賛
成
）

▼
蘆
花
記
念
公
園
内
、
旧
野
外
活

　動
セ
ン
タ
ー
の
公
平
公
正
な
使

　用
を
求
め
る
陳
情
…
総
務
常
任

　委
員
会
で
了
承
（
賛
成
多
数
）

▼
市
議
会
定
例
会
開
催
中
、
本
会

　議
場
に
お
い
て
国
旗
を
掲
揚
す

　る
こ
と
の
陳
情
…
議
会
運
営
委

　員
会
で
了
承
（
賛
成
多
数
）

▼
議
会
報
告
会
の
定
期
開
催
を
求

　め
る
陳
情
…
議
会
運
営
委
員
会

　で
不
了
承
（
賛
成
少
数
）

　次
の
陳
情
は
、
今
定
例
会
で
結

論
が
出
な
か
っ
た
た
め
、
閉
会
中

継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会

▼
介
護
従
事
者
の
勤
務
環
境
改
善

　及
び
処
遇
改
善
の
実
現
に
つ
い

　て
国
へ
の
意
見
書
提
出
を
求
め

　る
陳
情

今
定
例
会
で
結
論

が
出
な
か
っ
た
陳
情

継
続
審
査
案
件
中

結
論
が
出
た
陳
情


